
第 3 章 京都 大学医学部構内 A017 区
 
の 発掘 調 査 

伊藤淳史 

1  調査の概要 

今回の調査地点は ，医学部構内の 北両部に位置している ( 図 7, 図版 1-270L 。 ここに 

南部総合研究実験棟の 新嘗が計画されたため ，予定地全面の ?,028 ㎡を， 1999 年 8 月 2 日 一 

l2 月 7 日にかけて発掘調査した。 

これまで周辺一帯では ，南に接する 41 地点で多数の .@- 鵠沼 や瓦溜 がみつかっているのを 

はじめとして ，中世の遺構と 遺物が濃密に 出Ⅱすることが 判明しており ，今回も同様な 成 

果が予想、 された。 とくに 143 地代では，鉄製梵鐘の 鋳造遺構がみつかり ，周辺から鋳型や 

炉 壁 もまとさって 出土しているため ，今回は鋳造関連の 遺跡のひろがりや 遺物の存在にも 

  l- 分留意して調査を 進めた。 

結果， 旧 医化学教室の 基礎と管路による 撹 乱がかなりの 範囲に及んでいた                               

掘り込みをともな う 中世の井戸や 士 坑 類はほぼ全域で 遺存していたほか ，剛平を逃 tL た土 

岩沼 や集 石も多数あ り，あ わせて整理 箱 183 箱 に及ぶ多量の 遺物出土をみた。 このなかに 

は ，大量の中世土師器 と瓦類 のほかに，多数 

の鉄津や焼土塊も 含まれている。 土器編年や 

瓦の流通 状 ・況を検討するうえで 良好な資料・が 

得られるとともに ，調査 地 一帯が，中世にお 

いて，鋳造にかかわる 作業も含めた 活発な活 

動空間であ ったことがあ らためて確認でき 

た 。 

なお，発掘調査と 出土遺物の整理は 伊藤淳 

史 と 富井 眞が 担当しほかに 北尾敬子・管野 

類 ・上杉利夫・ 小野健彦・鈴木敬 寛 ・和喜美 

穂子が補助した。 本章は，その 結果にもとづ 

き，富井 と 北尾の協力を 得て伊藤がまとめた 

ものであ る。 

  



  
2  層 位 

調査区の現在の 地表面は，おおむね F)lm 足らずでほぼ 平坦であ る。 しかし近世以前の 

堆積層は全域で 水平に堆積していないので ，南北方向の 層位を調査区画聖 で ，東西方向の 

層位を X=1350 のラインに沿い 設定した 且層 観察用時の ソヒ 壁で，それぞれ 呈示して説明す 

る ( 図 8 . 9) 。 なお，調査 広 東南隅では， これらと堆積状況が 大きく異なる 地点がみら 

れた。 路面状遺構なども 含んで堆積が 複雑であ るので，後出の 第 4 節中世遺構の 報告にお 

いて 南 壁の東北部の 層位を呈示し ，説明している ( 図 Ⅰ 3) 。 

上述した調査 区 東南隅を除いて 共通する基本的な 層序は， Ⅱから，表土・ 撹乱 ( 第 Ⅰ 

層 ), 赤褐色土 ( 第 2 層 ), 灰褐色 土 ( 第 3 層 ), 黄 灰色・Ⅱ ( 第 4 周 ), 暗黄 灰色 土 ( 第 5 

層 ), 茶褐色土 ( 第 6 層 ), 暗 灰褐色 土 ( 第 7 層 ), 暗黄 灰色シルト ( 第 8 層 ), 黄白色砂礫 

( 第 9 層 ) であ る。 このうち赤褐色土は ， 厚さ 5cnl 程度の堅く締まった 層で ， ． ヒ師 器の細 

片を交えている。 表土直下に安定して 存在しており ，明治 29 (1896) 年の医科大学設置 n. 手 

の整地層であ る可能性が高い。 包含遺物からみて ，近隣の中世 層 ，それも茶褐色土が 中心 

に利用されたのだろう。 

灰褐色土は，近世後半期を 中心とする時期の 遺物包含層で ， 厚さ 20 一 30cm 程度。 画聖 の 

X@1358 付近では北から 南へ，東西 畔の Y=189.5 付近と商聖 の Y=l910 付近では束から 西 

へ， ともに 20cm あ まりの比高差で 下る段差が生じている。 北から 商 および東から 西へとゆ 

るやかに下る 扇状地末端の 地勢を利用して ，近世においては 棚 出や段々 fWn として利用され 

ていたことがわかる。 また， この段差付近では ，それより下層の 中世遺物包含 層 にも乱れ 

が集中して生じており ， 暗黄赤 灰色土 ( 図 8 一 a), 淡 赤褐色土 ( 同 b), 褐色砂質 土 ( 同 

c), 灰 赤褐色上 (g 一 d), 灰褐色砂質 土 ( 同 e) 等の間層が介在している。 砂や礫を交 

えて堅く締まった 堆積が中心で ， Ⅱ面が路面として 機能していた 可能性もあ る。 中世の土 

地境界が近世へと 継続していった 状況を明瞭に 示す意義深い 堆積状況であ る。 

黄 灰色土以下， 暗 灰褐色土までは 中世の遺物包含 層 。 黄 灰色土は ， 厚さ 30 一 40Cm をはか 

る 。 下端は鉄分の 沈着の度合 いが 強くなって，色調が 暗くかつ赤みを 帯びる よ うになり， 

厚さ l0cm 前後の暗 黄 灰色土を介して ，厚さ 20cm ほどの茶褐色土へと 漸移 的に変化して い 

く。 その下の暗灰褐色土は ，厚さ 10 一 20cm 程度をはかるが ，茶褐色土にみられるような 鉄 

分の沈着がないほかは 質を同じくしているので ，同一層として 取り扱っても 差し支えない 

だろう。 中世遺構の埋十の 多くはこの 晴 灰褐色 土 であ る。 遺物は，茶褐色 土 ， 暗 灰褐色土 
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図 8  調合区内壁の 層位                       
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図 9  調査収束 曲畔 (X@1350) の層位 縮尺 78n 

  



  
。 ll には， 13. 14 世紀代の土師器片を 中心に大量に 含まれるているほか ，調査 区 西北の一帯 

では粉砕された 焼土塊が層を 成すように集中していた。 一方， 黄 灰色土・ 暗黄 灰色 土は ， 

包含遺物量は 極端に少なく ， l3 . 14 世紀代の土師器片を 中心としながら ， 15 . 16 世紀代に 

下るものも少量含まれる。 これら 暗 灰褐色土から 黄 灰色土までの   , 連の堆積と包含遺物の 

様相からは，調査図一帯において ，中世前半期に 物質的にも豊富で 多様な活動が 展開さ 

れ，中世後半期以降に 耕地となっていった 変化が ， 良くうかがわれる。 鉄分の集積層の 存 

在は，そうした 耕地化の影響によるものだろう。 

暗黄 灰色シルト・ 黄白色砂礫は ，以上に述べた 中世遺跡の基盤となっているもので ， と 

もに無造物。 黄白色砂礫には ，白色や褐色の 粗砂層や細砂層が 間層として複数ともなって 

        暗黄 灰色シルトは ，調査 区 西半を中心に 砂礫層の上に 堆積して安定した 地面を形成 

しているもので ，高野川系および 白川系の流れに 絶えず晒されていた 調査図一帯が ，古代 

末 以降の遺跡形成に 向けて安定していったことを 示す堆積といえよう   

3  古代以前の遺跡 

古代以前の調査図一帯は ，現在は西方約 400m を流れる高野川の 流 路 域内にあ ったと考 

えられ，安定した 活動が行い得たとは 想定しがたいが ，中世以降の 遺構や包含 層 に混入す 

る形で遺物がわずかに 出土しており ， ここで呈示しておく。 

ⅡⅠは縄文後期粗製 深鉢 の目縁 部片 。 角閃石を多く 含む胎土で， 暗 茶褐色を呈する。 Ⅱ 

2 一 Ⅱ f は弥生土器。 T 2 は前期の鷹の 口緑郎 で ，端部を刻み ，頸部に 箆描 直線 文が 4 条 

まで確認できる。 Ⅱ 3 . 11 4 は中期の壺の 破片で， 櫛描 直線文や波状文が 施される。 Ⅱ 

5 . n 6 の底部は， 中央がくぼ む 特徴から後期だろう。 Ⅱ 7 一 nlo は古墳時代の 遺物。 Ⅱ 

7 は円筒埴輪とみられる 淡 赤褐色の破片で ， 粗い 縦 位の刷毛調整ののちタガを 貼り付けて 

ョ コ チデ している。 Ⅱ 8 は須恵器 杯蓋で ，頂部付近から 半ば近くまでを 回転へ うケズリ す 

る。 Ⅱ 9 . Ⅱ 10 は短い立ち上がりを 有する須恵器体臭。 ⅡⅡ 一 ⅡⅠ 3 は奈良一平安時代の 遺 

物。 1111 は特殊な須恵器 蓋で ，中心に宝珠つまみをもつと 同時に，綾部に 沿って高台を 貼 

り 付けている。 反転して 皿 としての使用を 企図したかのようであ るが，つまみがあ るため 

不可能であ る。 Ⅱ ¥21 は小型の短頭 壺 の目縁 部 。 Ⅱ 13 は軟質焼成の 緑 粕 陶器底部で ， 削り出 

しによる高台をもち ，全面淡緑色に 施 粘 している。 このほか，図示していないが ，三彩陶 

器 とみられる微小破片を 採集している。 
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4  中世の遺跡 

田 遺 構 ( 図版 4 一 8, 図 Ⅱ 一 17, 表 2) 

中世の遺跡は 長期にわたるため ，今回は，出土土師器の 様相をもとに ， T 期から W 期 ま 

で 4 段階に大別区分した。 ここに概略を 示すが， 詳ホ m は遺物の報告を 参照されたい。 

中世 1 期 : 一段撫で手法の 皿 D,.D 。 ・ D 。 類が中心で ， ニ段撫で手法が 少量残存する 時 

期。 13 世紀前半。 

中世Ⅱ 期 : 一段撫で手法の 皿 D 。 類と E 。 類が中心で，灰白色の 椀が少量組成する 時期。 

13 世紀後半。 

中世Ⅱ 期 :-   , 段 撫で手法の皿 E 、 類が中心で灰白色の 椀が組成する 時期。 l4 世紀前半。 

  



中世の遺跡 

中世 M 期 : , 段 撫で手法の nn.F 類が中心。 おおむね 14 世紀後半以降近世まで。 

以下，各段階ごとに 主要な遺構を 説明するが，多数あ る井戸の特徴については ，後にま 

とめてとりあ げる。 なお，中世工期 一 Ⅲ 期 までの遺構は ，基盤 層 の 暗黄 灰色シルトないし 

黄白色砂礫上面で 検出し，中世 W 期の遺構は茶褐色土の 上面で検出したものであ る。 

中世 1 期の遺構 調査区の東北で 井戸 5 基がまとまっているが ，後の段階に 比べる 

と， 総じて遺構は 全域に散在する 傾向があ る。 井戸以外には ，土器 溜 ・土城・溝があ る。 

土器 溜は， A : ほぼ土師器 皿類 のみが密集した 状態で埋 積 しているもの ， B : 土師器 以 

外や土砂も交えながら 遺物がまとまっている 状況のもの，に 大別できる。 A の典型は南壁 

際でめ っ かった SX3 で，明確な掘り 込みは不明だが ， 3 m 四方あ まりの範囲内に 土師器 

皿類が 密集し南は調査 区 外へと続いている。 この北側 l m にあ る SKf は， ， 辺 60cm の 

隈丸方形の小土塊 で ，内部に・Ⅱ 師器皿類 がぎっしり詰まっている。 皿 類は， SX3 ともど 

も 9 割 以 ．Ⅱが小冊で 占められており ，互いに関連する 遺構だろう。 B には SK4. 19 があ 

り， 径 l m 深さ 50 。 " 程度ですり鉢状に 掘られた 土 坑内に，土師器を 中心に各種の 遺物や礫 

が地積している。 SK20 も同種の遺構だが ，礫の比率が 高く集荷状を 呈する。 卜居には 井 

戸 SE23 があ り，井戸廃絶後の 窪地を利用したものといえるが ，出土遺物に 型式差は認 

                      は 祭祀にともなう 土器集積， B は祭祀に限らずひろく 塵芥処理のための 廃 棄 土塊， とおおよそ性格づけることができょ つ . 

土器 溜 以外の土 - 坑には大小さまざまなものがあ る。 このうち面壁際でめ っ かった SK26 

は ，全形は不明だが ， l m 強の規模の大きさの 掘り込みをもち ， 完 形の土師器 皿が 複数出 

土している。 また，調査 区 東北 隅 には，平面 が 2 一 3 m 程度の大きさの 浅い不定形土塊 が 

日立っ。 この     , 帯に堆積する 白色糊砂層を 採取した遺構の 可能性があ ろう。 

調査 図 中央北辺の ¥=1896 付近には，互いに 切り合いながら 南北方向にはしる 溝 

SD30 ・ 34 一 36 が集中して検出された。 上面を削平されているため 本来日りな規模は 不明 

であ るが，残存する 範囲で幅・深さとも 0 ． 5 一 I m 前後をはかる。 出土遺物には 型式差は 

認められないが ，切り合い関係から SD34 が最も先行するとみられる。 ただし同じⅠ 

期の遺構 SR22. SKlg に壊されていることを 考慮すると，存続期間が 短いものであ った 

可能性が高い。 また，南への 延長は撹乱に 破壊されているが ， X=@350 付近で方向をおお 

きく 束へ 振り南東に向かうことが 確認でき，このラインは ，大学設置双まで 存在した 字境 

界 にほぼ - 致する。 調査図一帯の 近代の上地境界の 源流が中世前半期まで 遡及することを 

示唆する事例として 重要であ る。 
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中世Ⅱ期の遺構 調査 区 西北の・ - 帯に人小の各種土坊やピットが 集中する。 このなか 

には根石を据えた 柱穴ピットも 多数あ るが，並びを 復元出来ない。 1 期にみたような 大量 

の土師器集積はみられないが ，小規模な土坑や 茶褐色土中に 完 形 ポロを含む少量の 十師 器 が 

まとま っ て -- 括出土する地点は 多数あ り， SKl 呂 ・ 24. 25 および Sxm0 はこうした遺構 

であ る。 SKl6 . 17 はともに不定型な 十 坑で ， lf は瓦器羽釜の 大破片等の遺物がまとま 

    17 には集荷状に 挙人一小児 頭 大の礫がまとまっていた。 SK3 は，一部を壊されてい 

るため本来の 形状は不明だが ， - 処 l.bm あ まりの 隅 元方形の浅い 窪み内に，最下層にも 

ろい黒色砂質 土 ，その ヒ に黄色粘土がそれぞれ 5 一 l0cm 堆積し，上面に 炭化物が若干認め 

られた。 西北部一帯では 鉄 淫や焼土塊がまとまって 出土することから ， こうした遺構が 鋳 

造や鍛冶に関連する 施設であ った可能性があ る。 

西北部以覚では ，西南隅で方形の 土塊 SK5 が，北東部に 不定形 -l- 坑が若干があ るほか 

は ，調査図中央から 南東方向にかけて 帯状にまとまる 傾向がみられる。 これらの範囲の 遺 

構は，ほとんどが 上面を撹乱に 別平されて，基盤の 砂礫層中 に 掘り込まれた 部分しか 検 Ⅲ 

できていない。 SK5 は， ， 辺 l m あ まりをはかる 隅 元方形の土塊 で ，砂礫 屠る 30cm あ き 

り 掘り込んでいる。 井戸であ った可能性があ る。 SX5 は，南半を撹乱に 破壊されている 

が，小児頭人の 礫が方形に囲むかのように 配された遺構。 白磁皿や土師器の 完 形品 が内部 

から 出 卜しており，真埴であ った可能性があ る。 SKIl は，調査広東南隅の 砂礫 層ト ・ m 

に，細かく割れた 土師器血汁等を 密に含む炭化物を 交えた黒褐色土が ，厚さ 1O 。 m たらずで 

広範囲にひろがる :l- 誌 溜 。 SKl2 は， 径 ・深さ 50nm 程度の円形土城 で ，ほぼ 完 形に復元可 

能な瓦器 盤が ，破片でまとまって 出土した。 SKl3 は， SKl2 を壊して掘られた 径 80cm 深 

さ 50 ㎝ほどの円形の 土城 で ，少量の土器 類 とともに黄褐色の 粘土塊が出土した。 これら 

は ，本来はこうした 粘土塊を貯蔵 しておく 十坑 であ ったとも考えられる。 

中世 m 期の遺構 調査図中央から 北半にかけて 井戸が，南半に 集石や土器 溜 をともな 

う 不定形な 十坑群 がまとまっている。 とくに中央の X=1335 付近から南方には ，茶褐色 や 

暗褐色の砂礫混じりの 上層を埋 土 とする深さ 30 一 50c" 。 程度の広い落ち 込みがひろがって お 

    油状 落込 とした。 集右 には SX2.6 . 8. 9. Ⅱ， SK23 があ り，それぞれ 土師器も大 

量 に包含する。 このうち SR6 の北側に接する Sxnl と SK23 は，敷石状とすり 鉢状を呈 

し 3 者は関連する 遺構の可能性があ る。 また SX2 からは，白色で 径 2cm 程度の上石状 

の 石がまとまって 出土している。 土器 溜 には SK2 . 7 一 10 ・ 15 があ る。 うち SK8 . 10 は 

楕円形のⅡ坑内に 土師器や礫がぎっしりと 詰まった状態でめ っ かり，それ以外のものより 

22 



  
圧倒的に出土量 か 多い。 SX7 は小規模な 瓦瑠 。 四壁際の SKl は ， 茂い 土 坑内の底部に 赤 

褐色の粘土を 薄く敷いたかのような 遺構。 SKl4 は 径 ・深さとも 30c" 程度の ピノト 門下半 

に黄褐色，上半に 暗 茶褐色の枯 l か 詰まった遺構。 SF4 は，調査 区 東南隅壁際の 一角 て 

把握された礫を 交えた黄褐色シルト 質土 のひろかり。 周囲は撹 乱 てすへて訓平されており 

遺構としてのつつき 具合は不明。 のちに 字穿 として区画の 溝や路面か集中して 確認されて 

いく地上にあ ることから，同様な 性格の遺構と 想定した。 凋査 図中火付近に 断片的に確認 

された 溝 SD3l . SD32 も， 区両溝 てあ った可能性か 高い。 

中世Ⅴ期の遺構 剛平をまぬかれて 茶褐色土上面か 面的に遺構検出てき                               

                遺構密度と遺物出土量とも 急減している。 調香区内北 部 ては西南四   束北東方 

向，東部ては 南北方向にはしる 幅 20cm 程度の小宿か 多数確認され ，南部ては 径 20 。 " 程度の 

円形 ピノトか 東西方向に列をなして 確認てきた。 いすれも耕作にともなうもの て あ ろう。 

この段階は ， 帯かほほ完全に 耕地化していたものととらえられる。 

SF2.3 は ，礫や砂促 しり層を中心としたひろかりて ，路面の可能性かあ るか，いすれ 

も安定したものてはない。 また，附属する 側溝と認定てきる 遺構も確認てきていないた 

      の 程度路面として 機能したものかとうかはまったく 不明てあ る                           

境界を示すような 異質な土層のひろかりとして ，明確に 把据 される。 調査 区 東南隅の 

SF2 は， 挙 人の礫を交えた 暗黄 灰色土 か 堅く締まったもの て ，北山方向と 東方へ広かり 

をみせるか，範囲は 不明。 SF.3a は ，わ すかに堅く締まった 暗黄 赤褐色 土 のひろかりて ， 

5Om 一   

  49m   
2 黄 灰色 土 促しり灰褐色 土 

  近世段差   Y 二 i9l0 3 黄 灰 色 土 
W 4 暗褐色ソルト 質土 

      
    56 50m 灰褐色ソルト 灰褐色砂質 質 上 土 

  78 
  

ち 油状君辺 形 9 黄褐色ソルト 貧土 し P 勾 
49m l0 暗 褐 色 砂 礫   

12   Ⅱ 黄褐色砂礫           
  4m l2 黄白色砂礫           

図 l3  個 査 図南里 東 半の層位 縮尺 け 80 

  



  
周囲の小満 群と 同方向にはしる。 Y=1895 付近で，南北方向にはしる 堅く締まった 灰褐色 

砂質 土 のひろがり S 円孔 に 吸収される。 調査図中央付近に 島状 に残る包含層中にも ，堅 

く締まった 礫 混じり層が局所的に 残る部分があ り (S Ⅹ i), これらが SF2 や SF 、 3b と連 

続する路面状遺構の "- 部と考えると ，おおむね後世の 字 界の ラインと ・致する位置にこう 

した遺構がはしることになる。 また SF.3a の位置は， 字界 にはなっていないが ，近世遺構 

で確認されたの 耕地区画のラインとほぼ 一致している。 

以 ． f- に述べた路面や 境界にかかわる 堆積を含んだ 層序が良く現 nL ている調査図南壁床 半 

の 状況をこごに 示す ( 図 13) 。 近世の包含層であ る 第 i 層の灰褐色 -l,. と中世末期の 包含 届 

であ る第 3 層の黄灰色土が ， Y=l910 付近で束から 西へ向かって 段差をもっで 下り，その 

東方で第 7 層や第 9 層にみるような 路面状の堆積が 複雑に重なり 合っている。 SFl はそ 

の最上層に位置する 近世の路面であ る。 

中世の井戸 今回の調査では ，中世の井戸と 認定した遺構が 16 基を数える ( 衷 2) 。 

なお SEl 一 SE5 は近世の野壺， SE7 一 SEg は発掘の結果井戸ではない                                 

井戸の多くは 平面円形の石 細 井筒であ るが， SR ㎎・ 20 ， 24 は，すり鉢状に 大きく 掘 

られているのみで 石組は検出されなかった。 これらは，掘り 込みの大きさと 深さから判断 

して井戸と認定している。 押 ，土中より -, 定量の石材は 出土していることから ，崩落して放 

棄されたものか ，石組みを抜き 取られ放棄された 可能，性があ る。 そのほかの例も ，万組の 

下段付近しか 残っていないものが 多いけれども ， SE6 は茶褐色土ト   面で検出 " 口 J" 能で 削平 

をあ まり被っていないと 想定され，底面までおよそ 2.5m をはかる。 

ここでは，石組みの 残る 13 基のうち，壁際で 検出され平面の 全体が確認できなかった 

SKlg . 23 を除く 11 基を図示する ( 図 14 一 17) 。 崩落の危険から 裏 込めまで確認できてい 

な い 井戸が多いが ，共通して検討可能な 最下部の構造は ，以下の 3 類に大別される。 

A 類 : 最下段の石組から 40cm 程度をまっすぐ 掘り抜くのみで ，水沼としての 特別な構造 

を確認できないもの (SEl0 一 14) 

B 類 : 最下段の石組から 50 一 60 じ Ⅲを， 1 一 2 段の階段状に 掘りく ぼ めるもの (SEl5 .   C 類 : 最下段の石組みから 80cm 一 l m を， 2 一 3 段 の １ @ 比 Ⅱ 段 Ⅱ 人 @ ど 。 宋 { 掘 ， @ { L ま の る も の 
(5E6 . 17) 。 万組の下部を 方形に 枠板 留めし最下部に 曲物などによる 水溜を設けてい 

たと想定され ，四隅からの 釘の出土や圧 痕 が存在する。 

壁面で断面のみ 確認した SElg . 23 は B 類の特徴をもつ。 B 類は C 類にみるような 枠板 
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図 l4  中世の井戸 ( その 1)  縮尺 1/40 
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S 三 16     SEl7   

|Y=1903   

0LL レ 2m 

却 6 中世の井戸 ( その 3) 縮尺 け 40 

などの痕跡はないが ，最下部の形状から 曲物等を設置していた 可能，性はあ る。 以上の類別 

の帰属時期をみると ， A 類は， SEl3 を除きすべて 小出 1 期 。 B 類は中世上一 m 期が混在 

し ， C 類はいずれも 中世Ⅲ 期 となる。 したがって，本調査 区 では，おおむねⅡ一円世紀に 

おいて，時期が 下るほど下部構造を 堅固に設ける 井戸が増加するといつてよい。 

また， 井戸底の海抜標高では ， 中世 T 期のもの 8 基が 47.76m 一 48.26m  ( 平均 

48.04m), 同 Ⅱ期の 2 基が 47.10m . 47.62m  ( 平均 47.36m), 同 Ⅲ期の 6 基が 47.04m 一 

                                                        おおむね時期を 追って低くなる 傾向をうかがうことがで 

きる。 こうした傾向は 南側の 41 地点でも指摘されており ， 中世を通じて 地下水位が徐々に 

低下していったことは 間違いない。 上に述べたような 下部構造の変化の 傾向は，地下水位 

の低 ・ ドを 反映して，湧水を 溜める装置の 必要性が強まったことを 表していると 解釈できる 

㌘ 
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  2m 

図 l7  中世の井戸 ( その 4)  縮尺 i/40 

一方で，飲料用と 農耕用といった 機能の違い，ひいては 一帯の土地利用形態の 変 ィヒ を反映 

している可能性も 残される。 今後周辺調査区の 井戸データを 精査しあ らためて結論づけ 

  
(2) 遺                         図 18 一 26, 表 3 一 7) 

報告の方針 主要な遺構からの 出土遺物のうち ，代表的なものを 選択し設定した 各 

段階ごとに呈示する。 出土量の多い 遺構については ，回線 部 計測 法 ( 残存率 l/m 以上 ) に 

よってもとめた 個体数と種類別の 比率，および 土師器 椀皿類 の目縁 部 法量分布，                                     

  



  
表 2  中世井戸一覧表 

          ai 
  

遺構 名 掘形 規模 井筒 規模                                                         考   
                                                                                                                m 新 C                   l2m  I 円 A  下部のみ 残 

SE11@ 1                                                       48.12m  I                                                               
SEl8  2.2m@  素堀                               不明 47.62m Ⅱ 新                                                                     Ⅲ 古                                 
SE24  1.8m  素堀                                               Om  m 古                                             

態の種類別比率を 示した。 ただし目縁端部形態の 分類は，赤褐色を 呈する 皿類 のみに 適 

用し 明らかに技術系譜の 異なる灰白色を 呈する 椀類は ついては適用していない 点，従来 

と 異なる。 なお， SE6 を中心にまとまって 出土した 瓦 類は，次節でまとめで 報告する。 

中世 1 期の遺物 ( 表 3, 1114 一 1134)  土師器では，灰白色を 呈する 椀 類は存在せ 

ず，赤褐色を 呈する 皿類の 「 ] 縁端部形態のうち ，一段撫で手法の D 。 類 ( Ⅱ 27 . Ⅱ 29 . Ⅱ 

32@ @@ II@40@ @@ H@42@ @@ H@46@ @@ H@56@ @@ H@74@ @@ H@79@ @@ II@84@ @@ H@85@ @@ H@88@ @@ H@89@ @@ H@95@ @@ H@96@ @@ H 

99@ @@ nios@@@ nno@@@ nii6@@@ nil?@ @@ nii9@@@ 11120@@@ ni24@ @@ ni26) ， D ， S@ (ins ・ n26   

Ⅱ 38 . ℡ 姐 ・Ⅱ 防 ・Ⅱ 58 . Ⅱ 73 . Ⅱ 93 . Ⅱ 98 . Ⅱ 123) および D 旧類 ( Ⅱ 15 . Ⅱ㏄・Ⅱ 41 . 

Ⅱ 45 . Ⅱ 94 . Ⅱ @02) が主体となる 段階であ る。 D 。 類も少量あ るが ( Ⅱ 33 . Ⅱ 47 . Ⅱ 

100 ・Ⅱ 101 . Ⅱ 111 . Ⅱ 115 人 E. 類はごくわずかであ る ( Ⅱ 80 ・Ⅱ 125) 。 先行する時期の 

技法であ る二段撫で手法では ， C, 類 ( ℡ 14 . D16 . Ⅱ 24 . Ⅱ 37 . Ⅱ 43 . Ⅱ 53 , Ⅱ 54 . Ⅱ 

57 . Ⅱ 66 . Ⅱ 68 一 Ⅱ 72. Ⅱ 75 . Ⅱ 97) と C5 類 ( Ⅱ 17 . D28 . Ⅱ 76) とがみられるが ， 遺 

構 はよ り比率が異なっており ， SK4 や SE,l0 ・ 14 で目立ち， SK20 ではほとんどない ， と 

いった違いがあ る。 また，法量の 傾向を SK4. 6. 19. 20 ・ SX3 出土土器の計測結果で 

みると，山肌 (A Ⅱ ) と 火皿 (A Ⅰ ) それぞれについて ， SK4 のみが l0cm と 14 . 15 ㎝に， 

それ以外では gcm と 13 . 14 ㎝にまとまりをみせる。 なお，少量だが 安定して組成している 

黄血 は ，おおむね小皿と 法量の傾向を 同じくしている ( Ⅱ 30 ・Ⅱ 50 ・Ⅱ 51 . Ⅱ 67 . Ⅱ 77 . 

  



  
Ⅱ 81 . Ⅱ 86 . Ⅱ 104   

Ⅱ 105 . ℡ i21 . Ⅱ 

i28 . Ⅱ 129) 。   
の 資料 群 が時間的に 幅 

を 持っ可能， l 生を示して お 
では明らかに SK4 が 

吉相として区別でき   
でも SEl0 ・ 14 , 20 

  SK2f が同様な特徴 

をもつ。 それら以外を 

新札とすると ， SK20 

      ニ段撫で手法をほ 

とんど含まず ，灰白色 

を 呈する膏血 ( Ⅱ 

        が 含まれるな 

枝
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観
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年
 

 
 

 
 

 
 

森 ・上村 1996 コではそ 

れぞれ W 期古 段階と中 

段階がほぼ該当する。 

実年代では 13 世紀前半 

代 とみておいて 大過な い であ ろ つ , 
上記以外に特徴的な 

遺物をまとめて 説明し 

ておく。 Ⅱ 21 , Ⅱ 22 , 

表 3  SK4                                                                             

        
土師器                   C 頒     
ム ロ り l   )  , 類   

    
      
D 。 類                 

                縁 l13.96  6.96C 個体 )           
    C 類   

    
    
        
ム ロ ・ H+ n                                   

                                                    
ム 手 @           

E. 類           
      
                                        
ム 計 口       

      
    
D 。 頒             
その他 *                 １ ム 口     



中世の遺 靭     

表 3  つづき Ⅱ 106 は回転糸切痕を 残す底部， Ⅱ 

  土師器コ縁法量分布 
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48 は外面を軽く 面取りした 高 杯の脚 

部。 これらは，灰白色を 呈する土師 

器で，白色土器と 呼ばれている。 Ⅱ 

49 は底部に粗 い箆起 こし痕を残す 土 

師器 皿で ，黄白色を呈する。 京都以 

外の製品だろう。 Ⅱ 36 は壺袖陶器の 

盤で， 内面のみ 施袖 して見込みに 茶 

褐色の彩文を 描く。 Ⅱ 59 は中央が窪 

む爪形土師器で ，岩壁 は 厚い。 底部 

側の剥離痕からみて 高杯 の 杯部 かと 

みられるが，内面に 薄く煤が付着す 

る。 Ⅱ 63. Ⅱ fn4 は同一個体の 可能性 

があ る白磁 皿 の目縁 部 と底部。 内面 

に刺 実 に よ る細かな鱗状文様がみら 

れる。 Ⅱ 83 は 径 2cmm の円盤 形 石製 

          暗 赤褐色の石材を 全面丁寧に研 

摩 して仕上げている。 碁石であ ろう 

か。 Ⅱ 87 . Ⅱ 91 は産地不明の 陶器。 

ともに 外ぬに 叩き痕が残り ，底部Ⅱ 

87 の外面はかなり 粗い仕上げであ 

る。 ほぼ宗形に復元町 能 な 壺 ngl は 

焼成がかなり 甘く，表面が 磨滅す 

る 。 Ⅱ 78. Ⅱ 109 は 岡 安安系の青磁 

椀 。 Ⅱ 112 は土師器の鍔 付釜 。 摂津 

型とみられる。 盛行期は平安後期で 

あ るため，混入の 可能性もあ るが， 

磨滅していない。 Ⅱ 114 は須恵器大 

型 婿 の回線。 端部を強く横撫でして 

わずかに つ まみ上げるように 仕上げ 
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図 l8  SK4 出土足切 (n14 一 Ⅱ 工 8 土師器，Ⅱ 19. Ⅱ 20 瓦器，Ⅱ 2 Ⅰ・Ⅱ 22 白色 l 器 ，Ⅱ 23 白磁 ), SK6 

出土遺物 (1124 一 Ⅱ 30t 師器 ，Ⅱ 31 瓦器 ), 5K19 世 ゴ 遺物 ( Ⅱ 32. Ⅱ 33l 帥器 ，Ⅱ 34 瓦器， 

n35 床和糸陶器，Ⅱ 36 黄杣 陶器 ), SX3 Ⅲ l 遺物 C Ⅱ 37 一 Ⅱ 引 土師器，Ⅱ 52 瓦器 ) 
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図 l9 SRl0 出土遺物 ( Ⅱ㍊ 一 Ⅱ S9 土師器， Ⅱ 60 ・Ⅱ 61 瓦器， Ⅱ fn2 一 Ⅱ fniS 白磁 ), SRll 出土遺物 
( Ⅱ 66 十師 器 ), SEl2 出土遺物 ( Ⅱ「 v.ll 師器 ), SKl4 冊 l 遺物 ( Ⅱ 68 一 Ⅱ 71 土師器 ), SE20 
円 十 負物 ( Ⅱ 72 一 Ⅱ 77, Ⅱ 78 青磁 ), 5K15 世 l 出物 ( Ⅱ 79 一 Ⅱ 8@ 師器 ，Ⅱ 82 御古器， Ⅱ㏄ 
石製品 ), 5E.22 世 l 世 物 ( Ⅱ 84 一 Ⅱ 86 土師器，Ⅱ 87 陶器 ), 5R23 出土遺物 ( Ⅱ 88 一 Ⅱ 90 コ師 

器 ， Ⅱ 91 陶器， Ⅱ 92 白磁 ) 
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図 20  SK26 出土遺物 e Ⅱ 93 一 Ⅱ 99 十師 器 ), SD30 出土遺物 ( Ⅱ 100 一 Ⅱ 105l 帥器 ，Ⅱ l06 白色 l 器 ， 

Ⅱ 107. Ⅱ 108 九界，Ⅱ 109 音 磁 ), SD34 出土造物 ( Ⅱ 110 一 Ⅱ 112l % 器 ，Ⅱ l1? 九界，Ⅱ 114 須 
恵器 ), Sn35 出土遺物 ( Ⅱ 1l;s. Ⅱ llf 十師 器 ), Sn ㏄山千遺物 ( Ⅱ 1 工 7 一 ⅡⅠ 2.,@ 土師器 ) 



  
る 。 Ⅱ 122 . nl27 は土師器の大形の 皿。 後に「 オオャッヵ サ土器」と呼ばれるものの 祖 形 

であ ろうか。 Ⅱ 130 は土師器の鍋 形 土器で，厚手で 粘土 紐 積み上げ痕や 指頭 圧 痕を残しな 

がら撫でて仕上げられる。 外面全面に煤が 付着する。 Ⅱ 132 は 龍 宗室 系 青磁の椀。 Ⅱ 133 

は，大形の須恵器葉の 破片を転用した 硯 とみられ，内面側の 叩き当て具 痕やヵキ 目が磨滅 

して平滑になるとともに ，墨が付着する。 なお SD36 からは，北宋銭の 治平元宝 (1064 

年初 鏡 ) が 1   七出土した。 

中世Ⅱ期の遺物 ( 表 4, Ⅱ lF:F Ⅰ D244)  土師器では，灰白色を 呈する大小の 椀 類 

が ，少量だが安定して 細   成する よう になる ( Ⅱ 138 . Ⅱ 139 . 11l.51 一 Ⅱ 153 . 1Tl70 ・Ⅱ 

171 . Ⅱ 188 . Ⅱ 202 一 Ⅱ 205 . Ⅱ 215 . Ⅱ 222 . Ⅱ 230 ・Ⅱ 231 . Ⅱ 240 一 Ⅱ 24 の。 これらは， 

後の時期に増加するものと 比べて岩壁が 厚い。 赤褐色を呈する 皿では， 一段撫で手法の 

D" 業涼 ( Ⅱ 135 . Ⅱ 137 . Ⅱ 145 . Ⅱ 148 . Ⅱ 190 ・Ⅱ 19l . Ⅱ 2 Ⅰ 2 . Ⅱ 219 . Ⅱ 221 . Ⅱ 227 . Ⅱ 

236), E. 類 (n136 . Ⅱ 146 . Ⅱ l49 . Ⅱ 164 . Ⅱ 165 . n169 . 11l84 一 Ⅱ 187 . 11192 . Ⅱ 

194 一 Ⅱ 196 . Ⅱ 200 ・Ⅱ 213 . Ⅱ 214 . D220 ・Ⅱ 228 . Ⅱ 229 . Ⅱ 235 . Ⅱ 237) が 王巾ト となる 

段階で， E, 類 ( Ⅱ 147 . Ⅱ 166 . Ⅱ ]97 . Ⅱ 201) や E, 光貞 ( Ⅱ 193), D 。 類 ( Ⅱ 238) がわずか 

にみられる。 法量の傾向を SKll . 16 円 : Ⅱ     上 春の計 洲 U みき 果でみると， 皿 A Ⅱが 8 . gcm, 

皿 A Ⅰが 12. 13cm に，灰白色の 椀は 7Cmm と l3cm にまとまりをみせる。 受皿は ，ほとんどが 

灰白色の製品になり ，小型化が著しい ( Ⅱ 140 ・ U154 . Ⅱ 184 . Ⅱ 172. Ⅱ 173L 。 

以上のうち，小型の 椀に関しては ，遺構によって 内容に違いがあ り，凹み底心 腕 に近い 

特徴をもつ裾形が 含まれる SXl0 ・ SKl7 . 桝 ( Ⅱ 203 一 Ⅱ 205, Ⅱ 230 ， Ⅱ 240 ・Ⅱ 241), 

そうしたものをまったく 含まない SKll . lf, といった区別が 可能であ る。 Ⅱ期の資料 群 

のもつ時間幅を 反映しているとみられる。 中世都市京都の 編年では W 期 前段階と W 期 古枝 

階 がほぼ該当し ，実年代では l3 世紀後半 代 とみられる。 

上記以外に特徴的な 遺物をまとめて 説明する。 土師器では， Ⅱ @50 ・Ⅱ l67 が特大の皿。 

Ⅱ 155 は灰白色を呈する 耳皿 。 Ⅱ 156 . Ⅱ 223 が大型の土釜で ， Ⅱ 174 . Ⅱ 206 がミニチュア 

の羽釜。 後者は淡い黄白色を 呈する。 Ⅱ 207 は百杯脚部， Ⅱ 216 は貼付高台をもつ 底部で ， 

高台内側は回転 へラ 削り調整。 これらも灰白色を 呈する。 Ⅱ 175 は目縁 が 「 く 」字に覚 折 

する 鉢形 の詩形で，内面は 横位の刷毛，外面は 粗く 縦 位の撫で調整。 器 壁は厚い。 使用の 

痕跡はとくにみられない。 Ⅱ 羽 6 は焼成後の円形穿孔があ る土師器皿の 破片。 瓦器では， 

各種の器 形が 揃っており， Ⅱ 141 . Ⅱ t57 . Ⅱ 198 . Ⅱ 232 が 椀 ， ⅡⅠ 42, が膏血， Ⅱ 243 が 皿 ， 

Ⅱ l58 . Ⅱ 159 が羽釜， Ⅱ i76 . Ⅱ 233 が 鍋 ， Ⅱ 177 . Ⅱ 217 が 盤 。 須恵器では， Ⅱ 161 . Ⅱ 

  



  
表 4                                                                           

      
              65           C  , 頼             D 。 類   
    D 類   
ム ロ 。 n 十       

          
                    帥器 皿 A Ⅱ Ⅲ AT 椀 A Ⅱ                                             
        

ノ ロ ㌔三十 口                                   

SK16                       師器 皿 A Ⅱ 皿 AT 椀 A Ⅱ                                                     C 、 類                         
    
    
          

208 . Ⅱ WA4 のように目縁端部がやや 上方へ立ち上がる 器形 の 束播系 のすり鉢が中心であ 

る 。 Ⅱ 234 はこう               鉢の小型 品 。 Ⅱ 178 は強く外 平 する鷹の口綾部， Ⅱ 218 は刻印を 

有する 喪胴部で ， ともに常滑 産 。 11160 は 灰 紬糸陶器の底部。 高台の内側は 丁寧に回転換 

で 調整して仕上げられ ，内面に淡緑色の 自然 軸が 残る。 Ⅱ 182 は産地不明の 陶器 壺 の同部 

で ，外面は暗緑色に 施 粘 され， 櫛描文 をもつ。 貿易陶磁のうち ，白磁には，                                         
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Ⅱ i34 

[SK11] 

俸憾 

一       一       Ⅰ       
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  Ⅱ lf62 Ⅱ 163 
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Ⅱ l57 

  
  

Ⅱ 160 

図 2l SK20 出土遺物 ( Ⅱ 1 ㌍ 一 Ⅱ 1,;1   吐師器 ， ⅡⅠ 31 瓦器， Ⅱ 132 青磁， ⅡⅠ 33 須恵器， Ⅱ 134% 鍋 ), 

SKll 出 l 遺物 ( Ⅱ l35 一 Ⅱ 140 十師 描 ， Ⅱ 141 . Ⅱ i42 瓦器， Ⅱ 143. Ⅱ 144 白磁 ),  SKl6 Ⅲ l 
遺物 ( Ⅱ 145 一 Ⅱ 15f l 師器 ，Ⅱ l57 一 ⅡⅠ 59 瓦器， Ⅱ 160 灰 和糸陶器，Ⅱ l61 須恵器， Ⅱ lfn2,. Ⅱ 

lfn3 百 磁 ) 
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図 22  5E16 出土遺物 ( Ⅱ 164 一 Ⅱ 175 土師器， Ⅱ 176. Ⅱ 177 瓦器，Ⅱ 178. Ⅱ 182 陶器， Ⅱ 179 一 Ⅱ 18l 

青磁， Ⅱ                                                                 184 一 Ⅱ l88 土師器， Ⅱ 189 青磁 ), SX.5 出土遺物 
( Ⅱ l90 一 Ⅱ 197 土師器，Ⅱ 198 瓦器，Ⅱ 199 白磁 ),  5X Ⅰ 0 出土造物 ( Ⅱ 200 一 Ⅱ 207 片肺 器 ，Ⅱ 

208 須恵器， Ⅱ 209 . Ⅱ 2l0 青磁 ) 
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図 23 SK3 出土遺物 ( Ⅱ 乙 l . Ⅱ 担 2, 土師器 ), SKl2 世 l 遺物 ( Ⅱ 213 一 Ⅱ 2lf 土師器， Ⅱ 乙 7 瓦器， 
Ⅱ 2ulm 陶器 ), SKl8 出 Ⅰ造物 ( Ⅱ 2 円 一 Ⅱ 223 土師器， Ⅱ 224 須恵器， Ⅱ 22h 白磁 ), SK24 世 l 

走物 ( Ⅱ㍑ 6 土師器 ), 5K13 出土遺物 ( Ⅱ 2,27 一 Ⅱ 23l 土師器， Ⅱ 232 . Ⅱ 2% 瓦器， Ⅱ 234 細屯 

器 ), 5K Ⅰ 7 円 ト 造物 ( Ⅱ 235 一 Ⅱ 242f 師器 ， Ⅱ 243 瓦器， Ⅱ 244 白磁 ) 
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図 24  SK23 Ⅲ t 遺物 ( その 1)  ( Ⅱ 245 一                                                                                                                                 
Tr2fll 青磁， Ⅱ 276 ィ l 鍋 ), SKll 出 @ 遺物                                                                                                     
器， Ⅱ 274                                                                       Ⅱ 2,R 。 S 土師器， Ⅱ 28f 瓦器， Ⅱ 287 白磁， Ⅱ 
288 青磁 ) 

  



  
表 5  SK23                                                                 

                      土師器 皿 AD ℡ Al  椀 A Ⅱ                   
    縁 Ⅱ                 D, 類   
東播系                 D, 類       D 。 頗         
              E 類   
    E, 類         
SX11                                       E, 類   
    E 。 類       

ム一十 ロ ロ 100.0% 100.0% 

                      E, 頗                 E, 類     
ム ロ 一十 n   
る 。 このほかの灰白色の」 器類 ては， 受皿 ( Ⅱ 2f69. Ⅱ 357              は よ り小型化して 口 

えそ 5  一 6cm  となり， 局杯 ( Ⅱ 255 九回転糸切 底 の 皿 ( Ⅱ 319  .  Ⅱ 358  .  Ⅱ 359),  蓋 (Y 

467) も口径は 8Rm 前後の小型 品 てあ       

赤褐色の℡類については ， ATl か 8cm, AI か Ⅱ・ l2cm にまとまり，こく 少量 20cm を 越 

える特大 品 かあ る ( Ⅱ 248 . Ⅱ 351) 。 目縁 部 形態ては，一段押て 手法 E, 類 ( Ⅱ 279 . Ⅱ 

289@ @@ H@292@ @@ n@298@ @@ H@299@ @@ H@310-@ H@312@ @@ H@315@ @@ II@324@ @@ H@331@ @@ H@347@ @@ H@348@ @@ H 

366@ @@ n@367@ @@ H@373@ @@ H@385@ @@ 11@386@ @@ H@424@ @@ H@425@ @@ H@431@ @@ H@436@ @@ H@442@ @@ H           

          中心に， E. 類 ( Ⅱ 246 . Ⅱ 263 . Ⅱ 265 . Ⅱ 266 . Ⅱ 277 . D278. Ⅱ 280 ・Ⅱ           

            :・ @ H・ @ n・ @ H・ @ H・ @ n・ @ H・ @ H・ @ n・ @ n・ @ II 

                  n・ @ n・ @ n・               Ⅰ レ類 (n247 . Ⅱ 264 . Ⅱ 267 . Ⅱ 281 . Ⅱ 
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45l) の 3 種 か 主体となっている。 

ほかには， D, 類 ( Ⅱ 245 . Ⅱ 262. 

Ⅱ 394 . Ⅱ 401) と EH 類 ( Ⅱ 368 . Ⅱ 

457) が，少量認められる。 

以上のうち，小型の 椀類 は ついて 

みると，いずれも 凹み底心 椀と 呼ば 

れる形態が中小となるが ， SK23 , 

SX Ⅱ・ SElg 出土品は，底部の 四 

み 方が弱く，岩壁が 厚手であ るのに 

対して， SK8 . SKl0 ・ SKl5 . 

SX2 . SX6 . SXg 出土品は ， 凹み 

が強い薄手の 製品で，目縁端部をわ 

ずかに つ まみ上げる特徴をもっ。     
  
  S 三 l9 

み 底心 椀が 定型化していく 度合いの 

  一     A I 違 いが現れていると 言え，前者の 一 

  
群 る吉 相，後者を新札としてこの m 

  
期を時間的に 糸 m 分できるだろう。 こ 

  BL@F                                       17 以 1 
ロイ 圭 (cm)                                                                               

おむね対応しており ，前者では E 噸が E, 類 よりも多数を 占め，逆に後者では E, 類が主体 

となる。 非計測資料では ， SE24 . SX7 . SX8 . SK2 . SKg は吉相， SE6 . SEl3 . 

SEl7 . SE2l . SK7 . SD3l . SD32 , 油状 落込は新相 ， となる。 既往の時期区分に 対応 

させると，中世都市京都の 編年では W 期中段階と新段階，実年代では 14 『 ネ己 ・前半 代 とみら 

れる。 

上記以外の特徴的遺物を ， SF4 出土遺物を除いて 説明する。 士師質の製品では ， さま 

ざまなサイズの 羽釜があ る ( Ⅱ 256 . Ⅱ 257 . Ⅱ 296 . Ⅱ 413 . Ⅱ 453L 。 おおむね黄白色の 精 

豆 な 胎 -1- を用いており ，口径 13cm をはかるⅡ 257 は外面に煤が 付着し使用の 痕跡をとどめ 

る。 Ⅱ 340 は 手 づくねの不安定な 高台を貼り付けた 底部。 引       京都塵であ ろう。 Ⅱ 345 は     L 師 

器 片を加工した 円盤。 Ⅱ 412 は粘土紐の積み トげ 痕を内外面とも 残した 鉢 形の製品。 l @ 

  



  
表 6                                                                               

      
  99 ． 6% 0                   E, 類   

E 。 類       
      土師器 Ⅷ A Ⅱ 皿 AT 椀 A Ⅱ         
              D 。 類         E  。 類   
え ロ ㍉ 二 Ⅱ l         

E, 類       
ム 計 n   

                            E, 類             
ム ・ 刮           

ふ ロ 吉十 口                                 

部 周辺は横撫でし 端部を面取り             瓦器では，こ                                                     してミニ 

チュアの羽釜があ る ( Ⅱ・ 341    Ⅱ 360  ・Ⅱ 387  .  Ⅱ 40.,5.  Ⅱ 468) 。 ほか， 鍋 ・羽釜・盤は 一定 

量 組成しているけれども ( Ⅱ 286   II306 @ H362　 H404　 II・ H416　 1421 @ H448   

Ⅱ 474), 小型 品 の 腕 ・ 皿                                                                       一方で，スタンプ 文で飾る 火 

鉢 が出現している ( Ⅱ 434) 。 Ⅱ、 306 の盤は @-   Ⅰ縁端部の   - 部に刻み日を 施す。 Ⅱ 421 は ， 鍔の 

                                                l 緑郎が長く上方に 延びる大型の 羽釜に復元できる。 これ以後の時 

期 に主流になっていく 器 形であ る。                                                                                             

              東播 系の須恵器ではすり 鉢が中心だが (n272. n ㌍ l . Ⅱ 34.3. n417), 大型の 

準 ( ℡ 473) もあ る。 広袖 系 陶器では，すり 鉢                                                                         

が 中心となる ( Ⅱ 273  .  Ⅱ 3,?,oo,  Ⅱ 407) 。 また，Ⅱ 371 は黒色の天日袖を 施す伝花瓶で ，山 

型の線 刻 がされる特異例であ る。 Ⅱ 429 も同様な 器 形になるとみられ ，外面は淡黄緑色の 

  



  
表 6  つづき   

  土師器押縁法量分布   
  

                                ともに， 肖 ・ @ 窯 
  

  産 とみられる大型 襄の Ⅱ 縁部 。 Ⅱ 

  
                                    に 厚手の底部で ，産地下 

  明 。 タドぬ に綱位方向の 叩き痕があ 

る 。 貿易陶磁では ，白磁，青磁・ 青 
SK10 

白磁・ 黄軸 陶器があ る。 このうち 量 

的に多いのは 青磁で， 龍泉窯系 の 鏑 

達弁 椀を                               Ⅱ 2275 . Ⅱ 

                              Ⅱ 397 . ℡   
                                                    Ⅰ 7 以 L 

口径 (Cm)   Ⅱ 376  .  Ⅱ 388  .  Ⅱ                 

471), 語寄 (11297 . Ⅱ 420) があ     
  
  SK15 

白磁は多種類にわたり ， 口先 の Ⅲ 

  
              Ⅱ 344 . Ⅱ 398), 薄手で 精 

    
  

類 ( Ⅱ 287 . Ⅱ 308 . Ⅱ 3 羽 ), 玉縁日 
  Sui                                       17 以上 
* : 円転糸切底の 白色土器 

口布姉百 (Cm)                                                                             

( Ⅱ 381  .  Ⅱ 382),  小型の合子 ( Ⅱ 383),  見込みに印刻礼文を 施すⅢ ( Ⅱ 419),  口端を軸 

剥ぎする 椀 (D430),  壺 ( Ⅱ 454)  があ る。 青 白磁は，薄手の 小型 晶で ，見込み中央に 花 

弁 状の浮き彫り 装飾を施す ( Ⅱ 260) 。 黄袖 陶器は小型の 盤 ( Ⅱ 379) があ る。 土器以覚で 

は，外面に煤の ついた 滑石製の石鯛 が 日立っ ( Ⅱ 276. Ⅱ 36Fi. 11390 ・Ⅱ 472L 。 これら 

は，いずれも 切断痕や擦過 痕 がみられるほか ， U276. Ⅱ 390 は鍔の部分に 扶ける入れる。 

Ⅱ 399 はこうした 折 鍋を再加工した 硯で ， 舟の部分に墨が 付着している。 黄褐色で軟質の 

頁岩梨砥石も 多く出土している ( Ⅱ、 372. Ⅱ 389. D42 め 。 おおむね幅 3cm 程度の短冊形 

で ， ロが 細かいので位山． げ 砥であ ろう。 

叩で ，外縁 径 38.6cm 厚さ 2 一 3 じ m SF4 出土の瓦 製 相輪                             瓦 質の管状 製口 

の鍔状部 と内径 12.4 ㎝の筒状部が 一体で成型され ，さらに 鍔状 部から下に向けて ，内径 

20.8cm 高さ 3.8cm 厚さ 2.6 ㎝の筒状部が ， 貼り付けられる。 精良な胎土で ，外表面は黒色， 
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図 25 SK8 出土遺物                                                                                                                                               
                                                                            遺物 (r1309 一 Ⅱ 38 土師器， Ⅱ ?l, q 山色土器，     

                                                                                    し ，その状況ての 高さ                                 

鎖状部の片面に ， 厚さ 5mm は との花弁 状 装飾 か 浮彫 状に貼                                                             

弁か 開くような装飾てあ ったと推定てきる。 その反対面は 丁寧に抑 て 調整される。           

特徴から， 塔 建築なとの 屋 頂部を飾る相輪の 部材 て ，九輪の破片と 考えられる。 花弁 状の 

装飾而を下に 向けて最下段に 据え，受花としての 外観を意図したものと                   
SF4 は，中世 m 期 以前の遺物を 含む堆積たか ，一段押て手法 Fl 頗の土師器皿も 含まれ 
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図 26  SX2 世 十 遺物                                                                                                                                     
Ⅱ 343 須恵器， Ⅱ 344 白磁， Ⅱ 345 l 製品 ),  5X9 円 f 世 物 (11346 一 D357 土師器， Ⅱ 3158 . Ⅱ 
359 白色ゴ器， Ⅱ 360 一 Ⅱ 362 九界， Ⅱ 363 陶器， Ⅱ 364 青磁， D365%  鍋 )  Ⅱ 363 縮尺Ⅴ 6,  ほか 

縮尺 1/4 

  



  
表 7 SX2 . SXb . SXg 円 @  l 器計剛 結果 

                            師器 皿 A Ⅱ 皿 AT 椀 A Ⅱ             

        縁 0 ・ 17 R,. Ⅰ                                 
ノ公 ロ @  - Ⅱ ト       

E  力 @   
E 。 類     

                      十師 器 Ⅲ A Ⅱ Ⅲ AT  椀 A Ⅱ           

              D" 類       E 類   
束播系                 E, 類                             ノ全 ロ @  -i Ⅱ                                 

    
      l- 脈 器 皿 A Ⅱ Ⅲ Al 椀 A Ⅱ 椀 A 「 オオヤツカサ 

土師器                               
常滑 ( 郵 )   E, き頃           
            ム ロ 甘土 n                                     

る ( Ⅰ 281) 。 よって ， 他のⅢ 期 遺構 よ りわずかに新しい。 しかし中世遺物包含 層 の茶梅 

色ピに 覆われているため ， W 期 ま                                 よって，遺構の 年代としては U4 世紀中葉 

ころを想定しておくのが 妥当であ る。 

                                  陶製品がまとまって 出土した富山県小杉町小杉流通業務団地内遺跡群 

      19 遺跡の報告に 際して， 36 遺跡からの出土 側 が集成されている U 上野 l986 コ。 これに 

よ ると，陶製のほかに 金属製・石製・ 瓦製 があ り，いずれも 平安時代以前に 比定される 寺 

                                                                          このうち， 瓦 製の九輪については ，奈良県豊浦寺と 島根県 

高田廃寺の事例が 以前より言及さ                                                 中世遺跡からの 出土例は知られ 

ず ，相輪であ るとすればきわめて 珍しい事例といえる。 近傍にこのような 製品を頂く建物 が 想定されるという 点でも，重要であ ろ つ , 

中世 w 期の遺物 (n475 一           Ⅱ 499 一 Ⅱ 521)  遺構からの量目付にまとまっ                       

  



  
表 7  つづき                 おおむね茶褐色． t- の上面で 

  土師器コ縁法量分布 検出される路面状遺構 SF2     Ⅰ SX2 

SF3a. SF3b と ， その上面に堆積 
      

l 一     A @-         ・ @ 
  する 黄 灰色 :l. . 暗黄 灰色土からの 出   Ⅰ日短   
  上土器のうち ，先行する中世工期 一 

        m 期に属するものを 除いた残りをこ 

0@5ni@ 6@ 7@ 8@ 9@ 10@ 11@ 12@ 13@ 14@ 15 lB  ロ Ⅰ 径 7@ (Cm) 八 の時期の遺物とする。 l4 世紀後半 以 
降 ¥7 世紀前葉にわたるまでの 遺物が 

  含まれるが，量は 少な                         
SX6 

  -AI           調査 地 一帯が耕地化して い く 時 

期 に対応しており ，本来的にこの 地 

で 使用されていた 遺物と               

cm                                                                                   

なう土壌の移動により 紛れ込んだと 

  SX9 
理解する。 

ト ・   A l     
土師器 m. では，一段撫で 手・ 法 F 。 

類 ( Ⅱ 475 . Ⅱ 479 . Ⅱ 501 一 Ⅱ 

オオヤッヵサ           F, 類 ( Ⅱ 477, Ⅱ 5Oh 一 Ⅱ   
口径㏄ m)                                   E 。 類 ( Ⅱ 499. Ⅱ 

500),  F, 類 ( Ⅱ 509  .  Ⅱ 510),  F 。 類 ( Ⅱ 5l1)  もみられる。 灰白色の椀 類 では，凹み底心 

椀 のみ少量認められる ( Ⅱ 476  .  Ⅱ 478) 。 Ⅱ 480 は黄白色を呈する 皿で，底部に 回転 箆起こ 

し 痕を残す。 搬 人品で， m 期 以前の製品の 可能性もあ る。 土師器以覚では ，国産 諸 窯の陶 

器 類と 舶載磁器が若干あ る。 Ⅱ 512. Ⅱ 513 は，広袖 系 陶器の天目茶碗の 口緑郎 と 削り出し 

高台の底部。 Ⅱ 5%.4 は唐津の底部で ，内面のみ 施粘 され，民地に 黒で文様を描く。 見込み 

には明瞭な 胎 Ⅱ : 目の目跡が残る。 Ⅱ 515 . 11516 は信楽のすり 鉢で，それぞれ 1 条と 5 条の 

おろし目があ る。 Ⅱ 517 は白磁 皿 。 押縁端部が強く 外反する 器 形で，畳付以覚は 全面 施 

粕 。 Ⅱ 518, Ⅱ 519 はともに白磁の 底部で， 露 胎の高台内側に「 蔵 」「 田 」の墨書があ る。 

また，高台の 畳付に 4 箇所の浅 い 映りを施しており ，見込みには 口跡を残す。 これらは 森 

田 勉の分類による D 群の特徴で，おおむね 15 世紀代に比定されている [ 森田 1982 コ。 Ⅱ 

520 ・Ⅱ 521 は磁器青花の 小枕 と m. 底部。 Ⅱ 520 は淡い発色の ， Ⅱ 521 は濃い藍色の 呉須でと 
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図 27 SE6 出土遺物                                                                                                                                                 
士 せ物 ( Ⅱ 373 一 Ⅱ 375 土師器， D376%  磁 ),  5E17                                                             Ⅱ 379 黄 
                                                                                                                  出土遺物 (D.W85. Ⅱ 386l 師 
                                Ⅱ 388 青磁，Ⅱ 389 ぁ f 切ネ @, Ⅱ 390% 鍋入 5R24 円 寸                                                 
Ⅱ．， :97 青磁， Ⅱ 398 白磁， Ⅱ 399 石硯 ) 
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図 28 SX7                                                                                                                                                                       
磁 ),  5X8 世 Ⅱ遺物 ( Ⅱ 409 一 Ⅱ 413 十 ． 師器 ， Ⅱ 4l4 一 Ⅱ 4l6. Ⅱ 42.1 瓦器， Ⅱ 417 須恵器， Ⅱ 418   
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図 29  5K2 出土遺物 ( Ⅱ 423 一 Ⅱ 4% 土師器，Ⅱ 4% 広袖幕陶器，Ⅱ 430 白磁 ),  5K7 円ヒ遺物 ( Ⅱ 431 

一 Ⅱ 433 土師器， Ⅱ 434 瓦器 ),  5K9 出土 追物 ( Ⅱ 435 一 Ⅱ 439 亡師 器 ),  5D28 Ⅲ l 遺物 ( Ⅱ 

440 ・Ⅱ 441f 師器 ),  5D31 出土遺物 ( Ⅱ 442 一 Ⅱ 446  @%  器 ，Ⅱ 447.448 瓦器 ),  5D32 円 十 遺 

物 ( Ⅱ 449 一 Ⅱ 453 十師 器 ，Ⅱ 464 白磁 ),  地伏 落込 ( Ⅱ 4 明一Ⅱ 467 土師器，Ⅱ 468 瓦器，Ⅱ 469 一 

Ⅱ 47 上白磁， Ⅱ 472 石釧 ),  5K23 円 l 遺物 ( その 2)  (n473 陶器，Ⅱ 474 瓦器 )  Ⅱ 473. Ⅱ 474   
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図 30  SF2 出土遺物 ( Ⅱ 475 . Ⅱ 476 l 師器 ),  SF3 出土遺物 C Ⅱ 477 一 Ⅱ 480 @                                                   
                                                                                                                                        Ⅱ 48R 須恵器， Ⅱ   
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図 3@  黄 灰色土出土遺物 (n499 . D50% 一 Ⅱ 506 . Ⅱ 509 一 Ⅱ 511 @: 師器 ， Ⅱ 512. Ⅱ 5lR 恢 軸索陶器， 
Ⅱ 514 一 Ⅱ 5lf 陶器， Ⅱ 5l7 一 Ⅱ 5l9 白磁， Ⅱ 5?.0 ・Ⅱ 52.1 青花 ),  暗黄 灰色土出土遺物 CU500 ，Ⅱ 

507 . Ⅱ 508 土師器 ) 

  
茶褐色土出土遺物 ( Ⅱ 483 一 Ⅱ 498)  中世工期一 m 期 までの遺物を 包含する茶褐色土 

からの出土品のうち ，陶磁器を中心に 特徴あ るものを抽出した。 

Ⅱ 483 は， 無 袖の陶器 壺 の 胴 下半部。 残存 高 i8cm あ まりをはかる。 岩壁 は 3 一 5mm 程度 

と 薄い。 焼成は甘く黄褐色を 呈し内外面とも 漉嘘 ミズビキ痕が 明瞭。 調査広西北部の 茶 

褐色土中から ， 立 位の状態で単独出土した。 これに伴う掘り 込みは確認されなかった。 内 

部には土が詰まっていたが ，底面から 4cm ほど浮いた位置とさらにその 上 4cm ほどの 位置 

の 岩壁に接して ，大観通宝 (1107 年初鏡 ) がそれぞれ ユ点 ずつ，ほぼ水平な 状態で出土し 

ている。 出土時日ですでに 上半部は㎜ く ，周囲や内部から 出土した少量の 破片にもそうし 

た部位はみられないことから ，当初より下半部のみの 状態であ ったと判断できる。 調査 区 

内で銭貨の出口数がきわめて 少ないなかで ， 銭 種の同じ 2 点がまとまっていたという   点か 

らみて，何らかの 埋納 遺構であ った可能性があ る。 

  



  
Ⅱ 484 は， 瓦 質の小型 片 U 鉢で，見込みに 花弁 状 暗女があ る。 炭素の吸着が 不充分で色 

調は灰色を呈する。 Ⅱ 485 は須恵器， Ⅱ 486 は広袖 系 陶器の，法量をほぼ 同じくする小皿 

で，底部に回転糸切り 痕をもっ。 Ⅱ 487 . Ⅱ 488 は広袖 系 陶器 椀 。 Ⅱ 487 は精良な 胎 ・ t@ をも 

っ無高台の椀で ，回線 部を箆 先制 突 により 輪化 とし底部外面は 回転 へラ 削りして仕上げ 

る 。 一方Ⅱ 488 は砂粒混じりの 粗い船七で，断面 道 台形を呈する 丈の低い高台が 貼り付け 

られる。 内外面とも回転撫で 調整で仕ヒげられ ，見込み中央は 磨滅して凹むことから ，・ 押 

ね鉢 的な使われ方をしたことがうかがえる。 Ⅱ 489 一 Ⅱ 492 はいずれも広和糸陶器のⅢ。 り 

縁の ・部を用口状にするⅡ 490 は内面全面に ，それ以外はおおむね 見込みに朱の 付着を認 

める。 Ⅱ 493 も広袖 系 陶器の底部で ，高台畳付には 籾圧痕 がっく。 同車 去 糸切り痕を残すそ 

の 内側に墨書の 一端が残る。 1494 は岡安 窯系 ， 1495 は 龍果 実系の青磁 椀 。 1496 . 1497 も ｜ よ と に 青白磁で ，蓋と ミニチュアの 合子。 

包含届出土土製品 ( Ⅱ h22 一 Ⅱ 532)            器 片を打ち欠き 加工した円盤 ( Ⅱ、 122 一は 

                土師器㎝ 522  .  n  523),  束播系 須恵器 襄 ( Ⅱ 524),                                             

Ⅱ 528),  床棚 系 陶器の天日 ( Ⅱ 527),  白磁底部 ( Ⅱ 529)  と素材はさまざまであ り，大き 

さも 2 一 6cm の間でまとまらない。 ．Ⅱ 錘 ( Ⅱ 530 ・Ⅱ 53l) は， ともに土師質の 製品で， 淡 

赤褐色を呈する。 Ⅱ 530 は 端 面を面取りし 5m 余りの孔をもっが ， Ⅱ 53l は孔の径が 2mm 

程度しかな                                                                                     動物頭部とみられる 上製品は ( Ⅱ 532), 手づ 

くねの四角柱状製品の 一端を斜めにすることで 顔面とし棒状 其 の 刺実 に よ り目を造出す 

る 。 何らかの容器に 付属していた 取っ手やつまみであ った可能性もあ る。 

包含届出土石製品 ( Ⅱ 533 一 ℡ 545)  Ⅱ 533 一 Ⅱ 537 は滑石製で ， Ⅱ 533 一 Ⅱ 535 の 石 鍋 

破片は，いずれも 鍔や割れ口に 加工 痕 があ る。 Ⅱ 536 は四隅に穿孔しており ，割れ n も 平 

らに整えられている。 ℡ 535 Ⅲ l 径 Zcm あ まりのミニチュア。 Ⅱ 537 は方形の容器に 対応す 

る蓋の隅部分。 内面側に煤が 付着する。 Ⅱ 538 一 Ⅱ 544 は各種の砥石。 Ⅱ 539 . Ⅱ 54l は凝灰 

岩， Ⅱ 544 は砂岩，ほかは 頁岩梨。 Ⅱ 538 は黄褐色で 厚 千の菱形石材の 各面に擦過 痕 がみら 

れる。 Ⅱ 542. Ⅱ 543 は，黄白色の 目の細かい軟質の 石材で，いわゆる「鳴滝 石 」と呼ばれ 

て壮Ⅱ げ砥 として流通しているものに 相当しよう。 この種の砥石が 調査区内ではもっとも 

日立つている。 また， そ タ 1. ぞれ厚みは異なるが ， Ⅱ 542 一 Ⅱ 544 は側面に切断時の 擦り切り 

痕を残しており ，製品本来の 幅 C3 ㎝拍手 1 寸 ) を保っているといえる。 広島県車戸十軒 

町 遺跡の報   行 では，このサイズを 砥石流通時の 規格とする見解があ り [ 福島 1996 コ，今回 

もそれと大きく 違わない結果といえる。 Ⅱ h4h は硯の破片。 
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図 32  土製品 ( Ⅱ 5 羽 一 Ⅱ 526 . Ⅱ 5%  一 Ⅱ 532 茶褐色土山 廿 ， Ⅱ 527 . Ⅱ 528%  灰色 l- 出土 ),  石製 R, 

( Ⅱ 533 一 Ⅱ 543 茶褐色 l 曲 + ,  Ⅱ 544 帖 黄 灰色土出土， Ⅱ 545 黄 灰色土出土 )  n535 は縮尺 l/2 



  
鉄製品 ( Ⅱ 546 一 Ⅱ 557)  今回は， 釘 類を中心に多くの 鉄製品ならびに 鉄淫が 出土し 

ている。 ほとんどは断片となっており ，比較的残りがよりものも 錆に よ り本来の形状がう 

かがいがたい。 X 線透過に よ りあ る程度形状が 判明したものを 中心に示す。 Ⅱ 546 一 Ⅱ 550 

は方形刃物。 Ⅱ 546 は万部長が 25.lcm, 茎は末端を欠くが 9.4cm 残り，中心に 日釣人があ 

る 。 全長 35cm 前後の腰刀を 想定できよう。 Ⅱ 547 はこれより一回り 小さいサイズとみられ 

                                                刃 部の多くを欠いているが ，幅が小さくなっ て お                       つ . U 防 l は，六葉の花弁状を 呈する板状製品。 中央に 釘穴 をもっこと 
          村       の 釘 隠などを構成する 金具であ ったとみられる。 TT552 は三角形の板状製品で ， 

厚さ 8mm と分厚い。 用途不明。 n553. URR4 は扉に付属する 掛け金や留め 金などの金具。 

Ⅱ 555 . Ⅱ 556 は 釘 。 断面方形で長さ l5nm 前後になると 思われる。 ともに井戸 埋 土の下層か ら 出土し， 枠板 なと つ , 釘 本体は腐食して 鉄分が沈着し 

た 周囲の木質のみ 残り，内部は 空洞。 Ⅱ 557 は 枠状 の 甫 銅製品で，断面方形で 鍵形に曲が 

る部分が残る。 表面に金箔の 付着が認められる。 仏具や刀装具を 構成するものだろう。 

焼土塊 ( 図版 13, Ⅱ 558 一 Ⅱ 572)  厚 い 板状の十 魂 で，最大で 7 一 8 ㎝四方程度の 大 

きさに割れている。 石英粒を多量に 含む粗い胎土で ，赤褐色や燈色を 呈し粗悪な煉瓦と 

いった質感であ る。 片 ・曲は平らないしごく 佳     かな湾曲をもちながら 表面は滑らかで ，もう 

月面は，幅 2fln 高さ l じ m 前後のタガ状の 突起あ るいは 溝 状の凹みのみられるものが 多く， 

表面に木目の L 痕が認められる。 厚さは，こうした 凹凸以外の部分で 1.8cm および 2.3cm を 

はかるものが 多い。 側面は，平滑に 仕上げる例と 木目庇 痕 のあ る例の双方があ る。 

以上は，調査広西北の 茶褐色土中に 層を成し井戸 SE6 塊土中にも細片が 密集してい 

た。 ここではそれらのうち ，特徴的なものを 選択している。 仔ネ f じみると特徴は 均質では 

なく，例えばⅡ 560 は色調が灰褐色に 近く，他のものと 焼成が異なる。 またⅡ 567 やⅡ 568 

はやや薄手で ，タガ状の突起部分は ，幅の狭い紐状となっている。 しかし，いずれも 木目 

圧痕 があ るという点では 共通する。 また胎土中には 少量スサが混じっていたようで ，割れ 

口には藁の圧痕も 観察される。 こうした痕跡から ，算木のような 板材を父互に 組みあ げた 

構造物を スサ 入り粘土で覆ったものが ，焼成されて 圧痕 のみが残った ，と 推測される。 

同種の焼土塊の 出土事例については ，本調査区の 南約 70m の 143 地点で，調査 区 北東壁 

際で茶褐色土に 多量の焼 壁片 が含まれていると 報告されている。 同調査 区 では，それと 地 

点を違えて梵鐘鋳造遺構や 鋳型集積遺構が 見つかっており ， 炉 壁や鋳型は今回の 焼土塊と 

特徴が異なる。 また， 南 1200m の左京区仁王門 通 新高倉東人所在の 本正幸境内で ，京都市 
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図 34  焼 t 塊 (11 防 8 一 Ⅱ R72 茶褐色土出土 )  縮尺 l/3 

  



  
埋蔵 文化財調査センタ 一に よ る試掘調査の 際，は世紀前半に 比定される黒色炭層中ょり 大 

量に出土し鋳型 片 としで報告されている [ 馬瀬 1999 コ。 

今回の例を土製鋳型と 認定する事は ，真土や鉱泣の 付着が無く， 既 出の鋳型 類 とも特徴 

が異なる点から ，留保される。 一方，焼けた 壁材 とみた場合， スサ などの大雑物が 既知の 

ものより少なく ，また板状で 側面を有するものがあ るという 升う Ⅱ犬が，説明しにくい。 調査 

区 一帯が鋳造活動に 関係する空間であ る可能性は高く ，鋳型本体では 無いとしても ，鋳造 

や鍛冶にともなう 小規模な施設や 構造物の部材であ った ， と 想定しておきたい。 

5  中世の瓦 

中世の井戸 SE,f からまとまって 出土したほか ， 瓦溜 SX7, 井戸 SR2l からも比較的多 

く出土している。 以下，軒丸瓦・ 軒平瓦・丸瓦・ 炭斗 瓦と 平瓦の順で示しその 後それら 

に 関連する 箆 記号・刻印に 関してまとめて 報告する。 また， SR6 冊Ⅱ瓦に関しては 隅 数 

を計測しており ，最後にその 結果をもとづ い た考察を加える。 

(1) 軒丸瓦 ( 図版 14, 図 35.36, 表 8) 

総計 73 点 ( 型式不明含む ) を確認できた。 出土点数の内訳は 表 8 を参照されたい。 

主体は ニツ 出女 で ，頭部が巻き 込む方向で A : 川口 l り ， R : 右回りとし箔の 異なるも 

ので細別する。 残りが悪く み m 別を決しがたいものはそれぞれ AX, BX とする。 焼成は， 

黒色・ 黒 灰色の軟質のものがほとんどだが ，青灰色や黄灰色のものも 散見さ タ t る 。 なお， 

DKM  は大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期瓦 群の軒丸瓦分類 U 上原 1997 コ， KCM  は，総合人間学部構 

表 8  軒丸瓦の遺構川田七円． 数 

種類Ⅰ遺構 SE6           SR2@  中世遺構                                                                                 
巴 A l           
巴 A 2         
巴 A 3         
巴 AX           
巴 B l           
巴 B 2           
巴 BX             
巴 C       
蓮華 A l     
蓮華 A 2         
菊花文       
その他     

  文様不明 4             
遺構 別計               73 

  



  
内 AR25 区 出 ． ト 軒丸瓦の分類 [ 伊藤 2000 コであ る。 

巴 Al (11573 . Ⅱ 574)  巴の頭部が互いにかなり 近接する。 ただし，瓦当中央部が 押 

さえつけられて 凹んでいるため ，文様のその 部分はつぶれてかなり 見にくくなっている。 

全形が復元できたⅡ 573 に よ ると，全長雄． 6 ㎝， 筒 部長 18.9 ㎝，玉縁 長 3.74cm をはかる。 

瓦当の裏 面は撫で，側面は 撫でのみと，軽 い 削りののち撫でていることがわかるもの ，の 

双方があ る。 丸瓦部の外面は 縄叩きがすり 消し不十分で 残り， X 形の箆記号が 左 卜隅 にあ 

る。 側面は面取り 風の削り，内面は 細かな市日 痕 がのころ。 玉縁の外面は 撫で調整。 大覚 

寺 御所 跡 では DKMl2C, AR25 区 KCM22Cc に相当する。 

巴 A2 ( Ⅱ 575)  Al よ りやや太めの 巴で，頭部ど う しも離れる。 瓦当中央部が 押さ 

えにょ り 凹んでいる特徴は Al と 共通する。 瓦当付近の筒部覚面は 縦 位 に軽く削ってい 

る。 大覚寺御所 跡 では DKMl2A に相当する。 AR25 床では KCM22Ch にモチーフは 類 

似するが，明らかに 異箔 であ る。 

似ト の Al . A2 の個体すべてに 共通する瓦当中央部の 凹みには，市日の 確認されるも 

のがあ る。 文様がっぶれているので ，瓦当部分を 製作後，丸瓦部との 接合作業に際して 抑 

さえつけられてしまったとみられる。 他遺跡でこうした 痕跡は確認、                     

巴 A3 ( Ⅱ 576)  こぶりだが肉厚な 巴丈 。 中央部の凹みはない。 瓦当の厚みがやや 薄 

手になる。 DKMl2R に相当する。 

巴 Bl ( Ⅱ 577)  巴の大きさは Al と 大差ないが，巻きが 逆転し頭部も 離れる。 

DKM 円 R に相当する 

巴 B2 (IT578)  巴が E>l より細く長く 尾を引く。 大覚寺御所 跡第 n 期にはない。 

巴 C ( Ⅱ 579)  外区に 珠皮帯を有する 日文 瓦 。 出土は 2 点のみで， 内 区の残る例がな 

いので・ ， 括する。 

蓮華 Al ( Ⅱ 580)  複弁 八葉蓮華文で ， ll, 房に陽刻「 l. 」を置き， 外 E に珠皮 帯と圏 

線を有する。 

蓮華 A2 (11581)  中扉 が 「 卍 」に変わる以覚は Al に同じ。 K(M20 に相当。 

菊花文豆 ( Ⅱ 583)  外区 に密な珠皮 帯 をもつ。 瓦当と丸瓦部の 接合部は直角を 成し 

ともに厚手。 丸瓦部の外面は 縦の削り，内面は 瓦当 際 のみ撫でて，ほかは 布目が残る。 瓦 

当裏 面は削り後撫で。 青灰色を呈して 堅級 な焼成であ る。 1 点は調査 区 西北部の SF3h を 

構成する灰褐色砂礫層中， もう 1 点は表土中に 混入して出土しており ， ともに茶褐色土 よ 

りも上の層準での 確認ということになる。 
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蓮華 Al 

Ol Ⅱ 580 図 35  町 九九 ( Ⅱ 57.. ト ℡ 57R . Ⅱ 出土， Ⅱ 578SEl7 ｜   
  



  
その他 ( Ⅱ 582)                                                                 

目 が顕著 に 残る。 灰色で 須 志賀の 堅級 な焼成             

であ る。 

  Ⅱ 584 
軒丸瓦転用 硯 ( Ⅱ 584)  本来は平安時代 0 一           20cm 

中期 一 後期の軒丸瓦であ ったとみられるが ， 
図 36  軒丸瓦転用 硯 C Ⅱ 酩 4 中世 ピ                   

実線 2 条からなる周縁部のみ 残り，内因の 文 

様は完全に滅失して 光沢をもっほどに 半ら                         状態から見て 硯に転用されたと 

                        瓦当側面や裏 側はへ ラ 削りが見られ ， 暗 灰色を呈して 焼成は堅 級 。 

      軒平瓦 ( 図版 16 . l7, 図 37 一図 39, 表 9) 

総計 11.3 点 ( 型式不明含む ) を確認できた。 出土点数の内訳は 表 9 を参照されたい。 

主体は陰刻表現の 剣頭文で ， 箔の違いで A 一 K の ¥¥ 種を区別し残りが 悪く同定しがた 

          X とした。 このほかまったくモチーフの 異なるふたつの 唐草文 A . B が一定量出 

上 している。 巴文が 寡占状態で箔の 多才 羨性 もない軒丸瓦とは 様相を違えている。 焼成はお 

おむね軒丸瓦に 共通し 黒 灰色や暗灰色の 軟質のものが 中心となるが ，唐草 A の胎土は・ 力 ; 

褐色を呈する。 また，唐草 B は灰色で焼成 堅級で ，質感は菊花文軒丸瓦に 近い。 なお， 

DKH は大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期 克洋， KCH は総合人間学部構内 AR25 床での分類であ る。 

表 9  軒平瓦の遺構 別出                           

種類Ⅰ遺構 SE6           SE2l  .l. 世 遺構 茶褐色土 ト居混入                                               
余 lJ@@ 憶ミ A             
              
          

          
          

余 llJ 豆 ミミ F     
      
        
        

余り豆 頁 J           

                    
唐草 B         
                    
遺構 別計                 

  



  
剣頭 A ( Ⅱ 58h. Ⅱ 586)  剣頭文のうち 上体を占めるもので ，幅の広い鏑をもった 5 

個の剣頭が中心となり ，両脇の隙間は 縦に半 哉 した剣頭が配されるもの。 箔の打ち込みは 

いずれも浅い。 Ⅱ 586 は全長 17.9C.m, 侠 婦幅 15.2cm をはかる。 凸面の調整は 基本的に撫で 

で，全面 縦 仕方向に施したのち ，中央付近を 軽く横位方向に 行う。 また，瓦当側の - 分の 

一 程度は成形 合 へ押さえっけた 際の痕跡と見られる 凹凸が残るが ， 顎 「 而と 頸部はしっか 

りと横位に撫でて 仕上げられる。 箆 記号をもっ場合は ，おおむね中央付近にあ る。 凹面 は 

ホ m かな布目が残されるが ，瓦当上端付近は 横位に撫でて 仕上げ， ， 部 それ以外の部分も 横 

位に 撫でて布目をすり 消しているものがあ る。 DKHl41 に相当する。 

剣頭 B ( Ⅱ 587. Ⅱ 588)  8 個の剣頭を均等に 配するもの。 Ⅱ 587 は， SEf 井筒と周 

辺の茶褐色土から 出土したものが 接合し瓦当 幅 15.4 ㎝。 Ⅱ 588 は全長 15.lcm, 瓦当 幅は 

15.3 じ m をはかる。 凸面 は ，顎下端と頸部は 横位に撫で，ほかは 押さえつけの 凹凸がそのま 

ま 残る。 なおこの凹凸は ， Ⅱ 588 でみると， 狭端 側が縦 位に ，それ以外の 部分は横位の 連 

続的な指頭 圧痕 によって構成されている。 中央に 箆 記号をもつものがあ る。 凹面側は細か 

な布目が残る。 大覚寺御所 跡 に完存 晶 はないが， DKHl4T に相当するとみられる。 

剣頭 C ( Ⅱ 589)  中間部がふくらみをもっ 鏑の形態を特徴とする。 完存 品 が無く剣頭 

の個数はわからないが ，特徴が同・の DKHl4D は 7 個を配している。 

剣頭 D ( Ⅱ 590 ・Ⅱ 591)  先端の鋭利な 錆をもっこぶりな 剣頭が非常に 特徴的。 Ⅱ 591 

は，全長 16.7 ㎝， 狭端幅 14.4cm 。 凸面は，顎下端と 頸部を強く横撫でするほか ， 狭 端部 側 

の 半分が縦 位に 撫で。 指頭 圧痕によ る凹凸は，瓦当 側 半分は斜位方向に 連続しているほ 

      両側面と ぢ央 ・端部に沿うように 残される。 凹面の市日は 瓦当上半・まで 及んでおり，ごく 

一部すり消されるのみで よ く残る。 DKHl4B 型式に相当する。 

剣頭 E 叩 592. Ⅱ 593)  鏑の先端が剣頭の 先端部に接する 程度に長 い ことを特徴と 

する。 DKHU4A に相当する可能性があ る。 

剣頭ト -K ( Ⅱ 594 一 Ⅱ 599)  いずれも総出土点数が 3 点 以ドで ，剣頭 H ( Ⅱ 596) と 

剣頭 I C Ⅱ 597) を除くと，残存部分が 少なく箔の残りも 良くない。 確実な比定ではない 

が ，剣頭 H が DKHl4N, 剣頭 I が DKHU4P, 剣頭 J (l1598) は DKHl4Q に相当する可 

能 性があ る。 

唐草 A  (n  600 一 Ⅱ 603) 記号 風 にかなり崩れた 均整唐草文。 全容のわかるものは 

ないが，「 山 」 字状 の中心飾りから 両側に，蕨手が 途切れながら 展開するモチーフ。 瓦当 

は小さく，上下の 幅は 2cn@ 程度しかなり。 TT600 一 Ⅱ 602 は瓦当面的 部 にも布目が認められ 
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図 39 軒平瓦㈲ ( Ⅱ 606 撹乱 出土， Ⅱ fn07 . Ⅱ 608. Ⅱ fnlo 地伏 落 辻出土， Ⅱ fn0g 中世心ピット 出 t.) 

るが， Ⅱ 603 にはみられず ，文様もやや 肉厚で， 異箔 とみられる。 いわゆる「完成された 

段階の折り曲げ 作り」で C 上原 1978 コ，凸面・四曲の 調整とも同時に 出．Ⅱしている 剣頭立 

軒平瓦と大差はないが ， 箆 記号が凹面の 布口上に施される 点と，表面は 出色だが胎土が 赤 

褐色を呈するものが 多い点は ， 異なる特徴といえる。 

唐草 B (I1604             C 字対 l 臼 J 升 きの・ ト   端がっながる 中心飾りから 左右に蕨手が   

転 する均整唐草文。 幅広く面をもっ 顎から頸部にかけては 横 撫で，凸面の 頸部付近には 一 

部横位の削り ，凹面は布目がのころ。 瓦当面は全体がざらついており ，離れ砂を用いた 可 

能性があ る。 断面にみる接合痕から ，「瓦当貼付技法」に よ る製作の可能性が 高い。 いず 

れも灰色系の 色調で 堅徹 な焼成であ る。 

その他の軒平瓦 ( Ⅱ 606 一 Ⅱ 6l0)  上記以外の種類はそれぞれ 1 点ずっしかしていな 

いので，個別に 説明する。 Ⅱ 606 は連珠皮 で ，瓦当は周縁をもたず ，実線 間に珠 文を配す 

るモチーフ。 貼付に よ り成形した曲線 顎で ， 顎部 にも 2 条一組の突練を 2 帯もっ。 凹面 は 

細かな布目が 全面に残り，色調は 黒灰色，胎土は 灰白色を呈する。 同文の瓦は，近接する 

医学部構内 74 地点で 肝 Ⅱしており [ 清水・吉野 ]98@  154 コ，伏見区深草所在の オゥセン 

ドゥ廃寺やガンセンドゥ 廃寺で多数 4x 集 されている ( 京都市 埋 文研 編 1996 図版 59 . 

60 コ。 平安中期までの 年代 観 でとらえられている 資半 : ト であ る。 Ⅱ 6Q7 は， C 手背向の中心筋 
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りを置く均整唐草文。 顎から頸部にかけてに 縄 叩きが残り， 凹 而は粗い相口が 残る。 平安 

後期の丹波系瓦屋の 製品であ ろう。 Ⅱ 608 は 偏行 唐草文 朝ド瓦 。 瓦当面には離れ 砂が付着 

し ， 幅が 28 ㎝に及ぶ。 成形は包 込 技法に よ る。 須 悪質の 堅徴 な焼成で青灰色を 呈し凹面 

凸面ともに横位の 撫で調整で 仕 Ⅱげられる。 こうした特徴から ，平安後期の 播磨系軒平瓦 

であ る可能性が高い。 Ⅱ 609 は，傭平な 突綜 に よ る幾何学文で ，宝相華唐草丈が 変形した 

ものであ ろう。 瓦当は折曲技法に よ る成形で，顎から 頸部にかけては 横位の撫で，凹面は 

縄叩き，凹面には 布目が残る。 軟質の焼成で 燈 褐色を呈する。 同文例はないが ，技法的に 

中央 官衛系 瓦屋 第 V 期の特徴を示し 平安後期の製品とみられる。 Ⅱ 610 は，肉厚な花文 

を 中心筋として 鋭い主 莱 がのびる宝相華唐草文。 瓦当裏 には平瓦部の 離脱疽が残り ，接合 

技法に よ る成形が ぅ                       須 悪質の 堅繊 な焼成で青灰色を 呈する。 Ⅱ fn08 と同じく 

平安後期の播磨系軒平瓦であ るかとみられる。 

㈹丸瓦 ( 図版 15, 図 40) 

完存 品 はないが，間部先端から 玉縁端まで残る T1611 . Ⅱ 613 でみると，全長 24.4 。 m と 

28.9 。 m, 筒 部長 21.7 。 m と 24.5 ㎝， 筒 耶律 10.7c 、 m と l0.4 。 、 m, 玉縁 長 2.7cm と 4.4 。 m 。 筒 部門面 

の 調整は，先端部付近を 横撫で，それ 以外を縄叩きすり 消し，玉縁部分は 横撫で。             

                                                                                                                                                                                                                      布目 の 

下に横位の筋状の 糸切り痕が観察できるものがあ る。 側面や端面はへ ラ 削りで， 筒 部から 

玉縁にかけて 直線的に推移するもの (U613 . Ⅱ 614), 斜めに屈曲するもの㎝ 611 . Ⅱ 

612) の 2 種があ る。 筒部 凸面玉縁寄りの 中央や隅に各種の 箆記号をもっものがあ る。 こ 

れらの特徴は 軒丸瓦と共有されるものであ るが， Ⅱ 613 はやや異質であ り， 筒 部外面の縄 

Ⅱ l] きが全くすり 消されておらず ，玉縁部分との 間の段差も暖 味 であ る。 

(4) 平瓦・炭斗 瓦 ( 図版 18, 図 41 .4 め 

慰 平瓦とみるべきこぶりな     - 群があ り ( Ⅱ 6l5 一 Ⅱ 617), それより大きめのものを 平瓦 

として扱う ( Ⅱ 618 一 Ⅱ 622L 。 

奥井 瓦は 大きさに規格性があ り， Ⅱ fln 5 は全長 17.8cm,                                                                                   

厚さ 1.3cm,  ℡ 616 は全長 18.0cm,                                                        厚さは 1.2cm を                                                         

ぼ同じで，凸面側は 不定方向，凹面側は 縦仕方向に撫でを 基本とし， ともに離れ砂が 付着 

するほか，凸面には 成型台の端部の 圧 痕 が周縁部に確認できる。 またⅡ fln f では，凸面倒 

の中央付近にとくに 指頭 圧痕 が集中                                                                                                                         

                                                            これらの特徴から ，四型 合 一枚作                           したことは明ら 
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                      20cm   
図 40 丸瓦 ( Ⅱ 6 Ⅱ 一 Ⅱ fln 4SK6 出土 ) 

かだが，Ⅱ 615 は凹面倒周縁にも 成型台の端部 痕 とみられる盛り 上がりがあ り，山型 台を 

ニ ， 次 成型や調整に 使用している 可能，性も指摘しておきたい。 なお，出端 百 中央付近に刻印 

あ るいは能記号をもっものがあ る。 

これに対して ，ザ瓦にはきとまりがないが ，               円型や田型の 成型 合はよ る 1 枚 作 

りとみられる。 Ⅱ 6]8 は，全長 21.8 ㎝， 広端 幅 14.4cm, 厚さ 1.4 。 m 。 凸面は横位の 糸切り 痕 

上に 縄 叩き，凹面には 横位の糸切り 痕と 綱位の撫で調整がみられ ，離れ砂が付着する。 広 

端 百九隅に簿記号があ る。 Ⅱ 619 は， 広端 幅が 15.4 ㎝以上あ り，厚さ l.5 。 m 。 凸面は縦位の 

撫で調整で離れ 砂が付着し凹面は 斜位方向の糸切り 疵と 撫で調整で，やはり 離れ砂が付 

着する。 また成型合端部の 圧 痕 が確認、 されるが，とくに 凸面に顕著であ る。 この ょう に ， 

慰 平瓦 と 共通する最終調整がされており ， 製 Ⅲ ドを 文法も同・，であ ったかとみられる。 Ⅱ 620 

は 全長 27.5c Ⅲ ， 厚さ 1.6 。 m をはかる大型の 平瓦で， 長 処方向には上方に 反る形であ る。 凸 

面凹面ともに ，綱位の撫で 調整が丁寧に 施され，離れ 砂が付着するとともに ，緑郎には 成 
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型 台の当たり痕が 認められる。 端白はへ ラ 削り後撫でで ， 狭 端部側は斜めに 面取りされ 

る。 焼成は堅 級で 青灰色を呈する。 Ⅱ 621 はこれとほぼ 同質な平瓦だが ，丘辺方向は 反り 

がなく直線的。 また，凹面には mm かな布目があ り，周縁部を 撫で調整している。 広端 血中 

央に刻印をもっ。 Ⅱ 622 は，凸面が斜位方向の 糸切「 rm 痕と 綱位の撫で調整，凹面が 不定方 

向の撫で調整で ， ともに離れ砂が 付着する。 広端 両方隅に 箆 記号をもつ。 

(5) 箆 記号・刻印 ( 図 43, 表 10 ・ 11) 

以上に報告してきた 瓦にみられる 刻印や箆記号をまとめて 報告する。 分類は，名称も 含 

めて大覚寺御所 跡第 Ⅱ朝北 群 におけるものを 援用し，実態に 応じて細分した ( 図 43) 。 遺 

構別の出土点数は 表 10 に，軒瓦の種類別点数は 表Ⅱを参照されたい。 

軒丸瓦・丸瓦の 箆記号 いずれも 筒部 凸面側にあ り，モチーフからⅠ一 m 類の大別 3 

種に，位置に よ り a. b に細分する。 遺存が悪くてモチーフ 全体が判別できないものは か 

類 不能として一括した。 1 類は， 筒部 中央末端から 瓦当側に向けて 長く延びる 2 本の直 

線。 Ⅱ類は X 甲状に交差する 2 本の直線。 瓦当面を・ ド 側にした場合， 筒部 玉縁寄りの右方 

になるものをⅡ a 類 ，左方になるものをⅡ h 類 とする。 大覚寺御所 跡 においては， 刻線は 

・ i 曳く 極 mm と                                                                                                                           特にⅡ a 類にその傾向 

が 著しい。 m 類は弧線 む 直線を組み合わせる 逆 D 字状 モチーフ。 筒部 玉縁寄りの右方にあ 

るものを a 類 ，左方にあ るものを b 類 とするが，後者は 出土していない。 以上のなか 

で，今回はⅡ a 類の出土が圧倒的に 多い。 軒 種類との対応については 把握できる例が 少な 

    傾向をうかがうことはできなかった。 大覚寺御所 跡 では 1 類が主体であ り， Ⅱ a 類同 

・七でも違いがみられることより ，共通性は薄いといえる。 AR25 区出土品の場合は ， ここ 

での nTh 類が主体であ り， まったく接点をもたない。 なお上記のほか ，確実に 箆 記号を持 

たないと認定できるものが 7 点あ る。 

軒平瓦の箆記号 モチーフからⅠ一 m 類の大別 3 種に区分する。 それぞれ丸瓦の 分類 

とほぼ対応する。 1 類は，平瓦部凹面中央の 瓦当付近から 平行してまっすぐはしる 2 本の 

刻 線 。 力強く鋭い。 Ⅱ類は X 字状 に交差する 2 本の直線で，平瓦部凸面の 中央近くに 施 

す 。 基本は浅く細 い刻綜 に よ るものだが， - , 部に，力強く 鋭い 刻線で ，瓦当に直交する 方 

向で大きく施すものがあ り， Ⅱ， 類 として区別する。 前者は丸瓦のⅡ b 類に，後者はⅡ a 

類に雰囲気が 近い。 m 類は弧線と直線を 組み合わせたモチーフ。 平瓦部凹面瓦当近くの ， 

瓦当を下に置いた 場合の左寄りの 位置に施すものを wlR 類 とする。 凸面側に施すものがⅢ 

b 類 だが，今回は 出土していない。 なお，遺存度の 悪い個体が多いため ， 記   弓を持たない 
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図 43  箆 記号                                                         

表 l0  陣記号‥刻印の 遺構 別 出土点数 表 Ⅱ 能 記号の型式 別 出土点数 

種類Ⅰ 遺構                                                                                                       不明 種類Ⅰ 計 型式 剣頭 A 剣頭 B 剣頭 C 剣頭 D 剣頭 J 唐草 A 唐草 B 他                     
"1 号Ⅱ                                     

分類不能         ，己ヰナ mh   
迫 横川井                                               
刻印 H     
刻印 G           
亥 @@ 二ロ D         

    
    

刻ト llE                   己弓 T     
亥 lJ 同 @ ド       i 己 ; テ U れ         記号Ⅱ h   
百己乃 U     
分封不行                 
遺構 別計                           言巳ぢ ・Ⅲ し         分類不能       
百三 @ テ Ⅱ               一 
      巳弓 @ b         
言己 了テ mh   
分加 不能                     
通情別才                             

  



京都大学医学部構内 A017 区の発掘調香 

と 確実に認定できるものはない。 以上のなかで ，今回はⅡ類の 出土が圧倒的に 多く，剣頭 

A . B に偏る傾向が 認められる。 Ma 類は唐草文軒平瓦でしか 確認されていない。 大覚寺 

御所 跡 ではⅠ類が最多であ るものの， Ⅱ 類 ・ Ma 類も一定量出土している。 AR25 区出土 

ポロの場合は ，ここでの mh 類が主体となっており ，やはりまったく 接点がない。 

平瓦・ 央斗 瓦の刻印と 箆 記号 軒瓦とは異なり ，拙画に刻印あ るいは 箆 記号を施す。 

刻印 A 類は木印のスタンプ。 B 類は対角線をもつ 正方形のスタンプだが ，今回は出土して 

                C 類は十字 線 をもっ正方形のスタンプ。 D 類は中空の管状のものを 用いた 0 印の 

スタンプ。 E 類は幅                                                                                                                     

    うなもの。 F 類は箆 状 工具の先端による 刺突 2 ケで ，円形から楕円形の 小さな点が並 

ぶ。 記号Ⅰ類は ， へうによる鋭い 刻みを 2 つ並べるもの。 記号Ⅱ類は X 字状 に交差する 2 

本の刻 線で， 細く浅い。 軒瓦にみられるものと 共通する。 宗形品は少ないため ，確実に刻 

印 ないし算記手を 持たないと認定できるものは 1   点のみであ った。 似トのうち， A 類一 C 

類は大覚寺御所 跡 での分類をそのまま 用いているが ，それ以外は 大覚寺御所 跡 で出土をみ 

ていないもので ，今回付け・ 加えた。 確認できる範囲で ，刻印 A 類 ・ C 類 と記号Ⅱ類は 慰 斗 

互 に，それ以外は 平瓦にともなうものであ る。 また 広端 面の中央に施すものが 多いが，記 

号 Ⅰ類は右 隅 に寄せた位置に 施す。 量の多い刻印 C 類 と記号Ⅱ類の 慰 斗瓦 では，あ くまで 

限られた資料からではあ るが，微細な 違 いの 傾向が観察される。 すなわち前者の 方がめず 

かに厚く大きめであ り，雲母を交えた 離れ砂の両面への 付着が著しいのに 対して，後者は 

指頭 圧痕 が残り気味で ， 離れ砂は凸面に 日立つ。 大覚寺御所 跡 では刻印 A 類と C 類がほぼ 

等量みられ，記号を 施すものは存在しなかった。 刻印の - 部は今回と共通するということ 

になる。 また，軒瓦と 同じ記号の存在は ，大覚寺御所 跡 においては想定できなかった 平 

瓦 ・炭斗瓦も含めた 同一工房での 製作という体制が 存在した可能性を 示している。 なお， 

AR25 区出土用では 刻印 B 類が中心であ り，やはり今回の 資料とは接点をもたない。 

(6) 廿ヒ 中世瓦の諸問題 ( 表 12) 

SE6 出土瓦の計測と 屋根景観想定 井戸 SE.f からまとまって 出土した瓦は ，軒平瓦 

は 剣頭文のみ，軒丸瓦も 2   点を除いてすべて 日文でまとまりがあ り，井戸の埋め 立てにあ 

れせて一括廃棄された 可能性が高い。 そ #u は，今回の調査 区 における 中 『Ⅲ 期 以降で W 期 

までの間，おおむね U4 世紀後半 代 のうちの出来事であ ったといえる。 

同遺構出土瓦の 残存偶数の計測した 結果に基づいて ，種類別点数を 推計する ( 表 12)0 

軒丸瓦・軒平瓦はともに 22 個体以上。 平瓦 と 炭斗瓦は破片では 区別が難しいが ， 広 端部 左 

  



    

表 l2  SE6                                                       21   
            51                       
          

隅斗 狭 端部石附 @104 点， 広 端部石階千秋端部 左隅 @101 点であ るので，両者あ わせて WA 個 

体 以上， となる。 丸瓦については 筒部 地面数から ¥? 個体以上は確実であ る。 先端不明の玉 

縁 の 隅数 最大値 54 から，軒丸瓦 22 点中で玉縁不明のものが 19 個体はあ ると考えて， 54 一 19 

@SF, 個体程度，が 可能性あ る数値となる。 

平瓦の量が少ないことから ，総瓦茸の建物の 可能性は無いとみて 良い。 丸瓦を軒丸瓦に 

重ねて 葺 くことは，枚数的には 可能だが，その 場合 棟 頂部の慰 牛 瓦の量をかなり 低く見積 

もることになり ，可能性は薄い。 大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期瓦群 での想定と同様に ，丸瓦は棟 頂 部 のみ積んで い たと考える方が 白 然 で あ る た だ 軒 平凡で瓦当幅がわかるものは 

15.4cm であ り， これを ml 倍すると 1f6R                              な い ため， 1 間分程度の建物 莞棟や 

築地塀を想定すると ，丸瓦・炭斗 瓦が 若干余ることになる。                                                                             

覚 寺とは異なる 瓦の葺き方に 由来するのか ，あ るいは資料の 廃棄状況に由来するのかは ， 

今回の資料・のみでは 判別は難しい。 同種の資料に よ る計測例を蓄積した 後の課題としてお 

きたい。 

大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期 五群・総合人間学部構内 AR25 区との関係 合同 は ， 瓦箔 ・ 箆記 

号 ，刻印それぞれで ，大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期瓦群 に共通するものが 認められた。 ただし 主 

体を占めているものどうしが 共通するのではなく ， どちらかといえば 大覚寺御所 跡 では ヲ @; 

Ⅱ体であ るものが，今回の 調査 区 では主体となる ( またはその逆 ), という関係にあ る。 

一方 AR25 区の場合も，大覚寺御所 跡 に共通する部分をもっが ， 箔が共通すると 認定で 

きるものは剣頭文の i 種のみに限られ ，能記号や刻印の 共通性という   点でも今回に 及ばな 

い 。 また，今回と AR25 区との間には ， 日文めごく一部を 除いて共通するものが 無かっ た 。 それぞれの中世遺跡の 担い手や性格を 検討していくうえで ，参考となろ つ , 

なお，今回調査 区に南 接する 41 地点 (A018 区 ) においても， まとまった中世 瓦 の出土 - 

があ り，大覚寺御所 跡 との共通性が 指摘されている [ 上原 l99 口。 今回，比較検討のため 

再 整理を行い，本年報 第 Ⅱ 部 紀要において 幸 R. ㍍しているので 参照されたい。 
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6  近世の遺跡 

Ⅲ近世の遺構 ( 図版 4 . 5, 図 44) 

この時代の遺物包含層であ る灰褐色 :@: は，調査 区 全体の 3 割程度が残り ，西北部一帯に 

面的にひろがるほか ，南端と東端に 筋状にあ る。 遺構は，耕作用の 柵とみられる 一辺が 印 

一 l5cm の正方形や円形の 小人が全域で 確認されたほか ，西北部で段差にともなう 石列 およ 

び野壺，東南隅で 野壺と路面およびそれにともな う 側溝を確認した。 " 部に明らかに 近代 

以降に下るものがあ るほかは，すべて 近世後半期の 遺構であ る。 

万列 は， 北から南へと 30cm 程度下る段差際に ，土留め用とみられる 小児 頭 大の石を並べ 

たもので，延長 l0m あ まりが検出された。 段差上段側の 灰褐色土は削平され ，表土直下に 

黄灰色土が露出する。 そこに 径 2m 深さ l m あ まりの円形平底の 土 坑 SE3 一 SE5 が並ん 

で 確認された。 特徴からみて 野壺の痕跡と 思われるが，木棉の 痕跡は確認できず ，出土遺 

物も中一近世の 陶磁 片 が少量であ った。 これらから 束へ 離れて漆喰製の 野壺 SE2 があ る 

が， 埋 土から煉瓦や 桟瓦が出土し ，大学設置後に 埋没したものとみられる。 
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図 44  近世の遺構 ( 黄 灰色土上所検出 ) 縮尺 1/500 

  



  
このほか，束から 西へと 20 。 " 程度下る南北方向にはしる 段差も確認でき ，調査 区 東南隅。 

では，その段差上段側に 小礫を交えた 幅 2. m ほどの硬化面 SFl と 並行してはしる 小海 

SDl, 漆喰染野壺 SRl がみつかっている。 硬化面は路面，小 滝 はそれにともなう 側溝で 

あ ろう。 調査区内北部の 段差 際 でも砂質 土 がやや硬化した 面がひろがるが ，遺構として 範 

囲を明確に把握できない。 さらに東側の 撹乱として破壊されてしまった 部分に， SFl や 

Snl の北側への延長が 存在し， 道 沿いに野壺が 設置されていたのだろう。 

以上のうち，南北方向の 段差や路面は ，大学設置以双に 存在した小字の 野守と窪の境界 

にほぼ相当していることが 確認できる ( 図 40L 。 東 内方向の段差と 石 列は ，その内部のなは l 

区画であ ったのだろう。   大学の敷地となるまでは ，扇状地末端の 段差のひとつが 土地の境 

界となって畦道がはしり ，そうした地形環境を 利用したりるやかな 棚田状の農地がひろ 

がっていた景観を 復原できる。 これらがⅢ I 『に由来するものであ ることは前節で 述べた。 

(2) 近世の遺物                                           

この時代の出土遺物はきわめて 少なく，遺構にともな う 遺物は少量の 破片のみであ る。 

ここでは灰褐色土出土遺物を 中心に示す。 いずれも近世後半期に 比定できるものであ る。 

Ⅱ 623 一 Ⅱ 627 は :l,% 器皿 。 Ⅱ 623 . Ⅱ 624 は見込みに 圏線 をもち，灰白色を 呈する。 「「径 

は． Ocm と ]1.Ocm 。 Ⅱ 6% は 口径 8. 九 m で，固練をもっとみられるが 欠 出する。 Ⅱ 626 は薄手 

の偏平な 器 形で，赤褐色を 呈し @-     l 径 7.Ocm 。 Ⅱ 627 は，口径 5.Ocm 。 赤褐色を呈する。 

Ⅱ 628 は陶器灯明 皿 。 底部付近は回転 へラ 削りしそれ以外を 回転撫で調整。 内面から 

口 縁端部まで 乳 灰色の杣がかかる。 口唇部には煤が 付着する。 Ⅱ 629 一 Ⅱ 633 は陶器灯明 受 

  / 
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皿 。 Ⅱ f6Wg は口径 8.2c.m とやや大きく ，それ以外は 6cm 前後。 いずれも底部付近を 回転 へラ 

削り調整，それ 以外が回転撫で 調整。 内面から 口 縁端部まで 施和 される。 Ⅱ 631 は灰色の 

胎土で焼成 堅徹 ， 軸調は灰 緑色だが，それ 以外は白色軟質の 胎土で粘調は 淡黄緑色を呈す 

るものが多い。 Ⅱ fh34 は陶器小枕。 底部付近のみ 露胎で ，口唇部に薄い 錆杣 ，それ以外は 

淡 濃緑色の軸。 Ⅱ 635 は小さなっまみを 有する陶器 蓋で ，内面に貨幣を 模した墨書があ 

    Ⅱ 636 は内面にかえりをもっ 陶器 蓋 。 胎土は暗茶褐色で ，外面は淡黄色に 杣がけ さ 

      蔓 草 状 の文様が描かれる。 Ⅱ 637 一 ℡                                                                                                                                                 

らむ小型の深爪。 内面に格子状の 文様をもつ。 Ⅱ 638 はくらわんか 手の椀。 Ⅱ 639 は仏敵。 

いずれも残りが 少なく文様の 全体はわからない。 

Ⅱ 640 は 撹乱 土から採集した 椀の底部。 白色の胎土で ，内面に淡黄色の 粘と濃紺の楼閣 

山水上があ る。 高台内面中央にごく 浅く円形の削りを 行い，かなり 崩れた草書体「清水」 

の印銘 をもっ。 こうした特徴は ，「 肥 ・ 前 産の京焼 風 陶器」と呼ばれているものに 該当する 

[ 角谷 1992 コ。 

7  円 、 モロ が ヰ 

今回の調査では ，中世各時期の 遺構・遺物が 大量に出土し ，それを中世工期一中凹 W 期 

に区分しで報告した。 以下簡単にまとめと 課題を述べ ， 結びとしておきたい。 

遺跡の性格 調査 区 において活動が 開始されるのは ，中世工期とした 13 世紀前葉であ 

る 。 これは，医学部構内の 既調査地点の 成果とも合致している。 一方で，調査区の 北方約 

350m では， ¥? 世紀末葉にさかのぼる 溝と 塀で囲まれた 居館跡が見つかっており [ 内田 

1998J, また南方の病院構内 - 帯でも， 12 世紀代に遡る 遺構は散発的に 確認されている。 

したがって，調査 区 一帯は，周辺よりも - 般 階 開発の開始が 遅れる地区， と評価される。 

平安後期に開発が 開始される 鴨 東白河における ，権 門の要請を契機とした 宅地や寺域の 開 

発ではなく，中世都市京都の 拡大の一環として ，多様な機能を 果たしだ空間の 発生と理解 

される。 実際，調査 区 での活動が盛期を 迎える中世Ⅱ朝一中世Ⅲ 期 ， 13. 世紀後半から 14 世 

紀 前半にかけては ，鋳造関連の 遺構と遺物が 日立っほかに ， 砂 取り 穴 とみられる不定形土 

坑 ，集 而 ，土器溜など 多様な遺構が 展開する。 莞 棟の瓦葺建物ないし 築地塀， 瓦製 相輪 

は，持仏堂などの 宗教施設の存在も 示唆するものであ ろう。 

以上の遺構 群は ，中世 W 期すなわち l4 世紀後半にはすべて 廃絶して耕地化したものの ， 

明治 29 年に医科大学敷地となるまで 基本的な土地境界は 継承されていたことが ，敷地買収 

  



    

時に作成された 地籍 図 と対照することでよくわかる ( 図 46) 。 中世初期に設定された 土地 

境界が近代まで 連綿と引き継がれてきたことが 示されたのは ，興味深い成果のひとっと い 

える。 年代的にみて ，南北朝潮の 争乱が遺構 群 廃絶の重要な 契機と は 、 われるが，東方の 総 

合人間学部構内では ，これより下る 15 世紀前半まで 存続する遺構も 多く ， 担い手の違いを 

反映するものであ ろう。 その場合，藤原北家勧修寺 流 吉田氏の長者吉田定房の 1337 年にお 

ける吉野退屈 が ，おおむね時期を 同じくする出来事として 注目される。 同 - 族の所領処分 

状凹 ・ 村 ・ 回 94 けにみる「 古 m 」を医学部構内に 求めることの 傍証となろ う 。 

遺物について 今回の調査では ， 中世の．Ⅱ 器類と 瓦が大量に出Ⅱした。 土師器につい 

ては多くの一括Ⅲ 上 品を計測し，時期をおっての 小型 ィヒや ，灰白色の椀類の 出現から普及 

に至る様相をとらえることができた。 瓦については ，日文軒丸瓦と 剣頭文明平瓦の 組み合 

わせを中心とするもので ，大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期 五群とは 芳 十の共通性をもつものの ，総合 

一 " 一 " 一 """"" 一 " 一 -- 一 -- 一 "" 一 "" 一 "" 一 " 一 " 一 " 一 " 
  200m 

図 46  医学部他山地籍 図                                                                                                   



  
人間学部構内 AR25 区出土品とは ，ほとんど接点をもたないことが 判明した。 二者の供 

給元工房の工人編成の 違いがあ ることは確実であ るが，それが 発注時期の違いに よ り偶然 

生じたものなのか ，あ るいは発注者の 性格や意図を 反映するものであ るのか，現状では 峻 

別できない。 同種の検討事例を 増やして何らかのパターンの 存在が把握できるようになれ 

ば ，解決されるであ ろう。 今後の課題としたい。 また， SEf からの一括出土品について 

は 隅 数を計量して 屋根景観の想定を 試みた。 残俳ながら種類別の 点数に若干偏りがあ り， 

良好な結果を 得られなかったけれども ，今後こうした 作業を積み重 to 、 ることからも ，中世 

における景観の 復原に迫りたい。 

なお，土器以覚では ，多量の焼土塊の 存在， 鉄滞 ・百銅・砥石・ 鉄製品の出． l: 頻度の局 

さ，が 仕煮 される。 鋳造や鍛冶に 関連する作業空間が 存在していた 吋能 性は極めて高いと 

思われるが，残俳ながら 遺構はなく，頻度の 高さも感覚的なもので 統計的データによる 裏 

付けはない。 今後， 境乱 範囲の少ない 調査区を確保できた 場合の課題としたい。 

今回の出土遺物に 関して， 瓦 類の整理分類には 梶原義美氏に 助力いただき ，大覚寺御所 

跡第 Ⅱ 期瓦群 との上ヒ 較 検討や瓦 製 相輪については 上原真人氏にご 教示を破きました。 また 

焼土塊に関しては   高瀬智光氏に 意見をいただき ，鉄製品の X 線分析は森下章司氏のお 世話 

になりました。 末筆ながらお 礼申し ト げます。 

  


